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中小企業支援に取り組もう！

20



 重要 法人税等の申告期限延長に伴い
決算書の提供が遅れる可能性があります
　国税庁は、新型コロナウイルス感染症の影響で申告が困難となる法人について申告期限の
延長を弾力的に取り扱うことを発表しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、法人がその期限までに申告・納付ができないや
むを得ない理由がある場合には、期限の個別延長が認められます。
　期限の個別延長を受けるには、事前に申請書等を提出する必要はなく、申告書の余白に「新
型コロナウイルスによる申告・納付期限延長申請」である旨を付記すればよいとされていま
す。個別延長した場合の期限は、申告・納付ができないやむを得ない理由がやんだ日から２か
月以内です。
　これに従い期限を延長して申告した場合、ＴＫＣモニタリング情報サービスでの決算書提供
も通常のサイクルとは異なり、申告したタイミングでの提供となりますのでご注意ください。※

国税庁：法人税及び地方法人税並びに法人の消費税の申告・納付期限と源泉所得税の納付
期限の個別指定による期限延長手続に関するＦＡＱ

　　　　https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/kansensho/pdf/0020004-044.pdf

ＴＫＣモニタリング情報サービスをご利用の金融機関の皆さまへ

※決算書等提供サービスは、取引先企業からの依頼に基づいて、ＴＫＣ会員たる税理士事務所が法人税の電子申告を行うと、株式会社
ＴＫＣが記帳適時性証明書を発行するとともに、申込内容に基づき帳表を自動的に金融機関に提供します。

↓

↓
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中小企業への迅速な情報提供に
ご協力ください!

貴金融機関の中小企業に対する支援策をＴＫＣ会員事務所ホームページでご紹介いたします

ＴＫＣ会員事務所ホームページに設けられている「新型コロナウイルス緊急資金繰り対策
コーナー」では、「金融機関の支援策」として、貴金融機関のホームページに掲載された中小
企業に対する融資等の支援策を公開させていただいています。
当ページに掲載されていないコンテンツや中小企業へ提供可能な情報がございましたら、最寄り
のTKC SCGサービスセンターまでお知らせください。

新型コロナウイルス緊急資金繰り対策コー
ナーはＴＫＣ会員事務所ホームページから確認
できます。
ＴＫＣ会員事務所ホームページは、ＴＫＣモニタ
リング情報サービスの「利用申込」メニューに
表示されている融資先一覧の『会員事務所名』
をクリックすると確認いただけます。※

※ホームページ毎月更新サービスを利用している事務所に
限ります。

株式会社ＴＫＣ　事業所一覧　https://www.tkc.jp/company/location

※画像はイメージです（変更されている場合があります）3



資
金
繰
り
対
策
を
要
す
る
関
与
先
に
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
発
信
を

い
ま
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
世
界
的
に
拡
大
し

て
お
り
、
日
本
経
済
、
と
り
わ
け
中
小
企
業
経
営
は
苦
境
に
見
舞
わ
れ
て
い

ま
す
。
政
府
は
、
雇
用
の
維
持
や
事
業
の
継
続
、
生
活
の
下
支
え
を
最
優
先

と
す
る
緊
急
対
応
策
を
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
し
て
お
り
、
4
月
7
日
に
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
を
発

出
（
4
月
16
日
に
は
全
国
に
対
象
区
域
を
拡
大
）
す
る
と
と
も
に
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
を
公
表
。
前
例
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
財
政
・
金
融
・
税
制
な
ど
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
を
総
動
員
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
感
染
拡
大
に
伴
う
不
安
が
社
会
に
蔓
延
し
て
い
ま

す
。
従
来
の
経
済
危
機
と
は
異
な
り
、
い
つ
収
束
す
る
か
見
通
し
の
立
た
な

い
状
況
の
中
で
経
済
活
動
は
縮
小
し
、
規
模
や
業
種
を
問
わ
ず
多
く
の
企
業

が
影
響
を
受
け
て
お
り
、
急
激
な
売
り
上
げ
減
少
に
伴
う
資
金
繰
り
悪
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
感
染
拡
大
期
の
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
T
K
C

会
員
が
職
業
会
計
人
と
し
て
な
す
べ
き
こ
と
は
明
白
で
す
。
そ
れ
は
、
中
小

企
業
に
寄
り
添
っ
て
「
親
身
の
相
談
相
手
」
と
し
て
経
営
者
の
不
安
を
解
消

し
、
勇
気
を
与
え
、
当
面
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
支
援
に
全
力
を
注

ぐ
こ
と
で
す
。

現
在
、
T
K
C
全
国
会
、
株
式
会
社
T
K
C
並
び
に
グ
ル
ー
プ
関
連
会
社

で
は
、
オ
ー
ル
T
K
C
と
し
て
組
織
を
横
断
し
て
総
力
を
挙
げ
、
日
本
全
国

の
T
K
C
会
員
関
与
先
企
業
で
あ
る
中
小
企
業
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
情

報
収
集
と
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

P
r
o
F
I
T（
T
K
C
全
国
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
や
O
M
S（
税
理
士
事

務
所
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）
に
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
緊
急
資
金
繰
り
対
策
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
お
り
、
日
々
更
新
さ
れ
る

国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
・
覚
書
締
結
金
融
機
関
に
よ
る
最
新
の
支
援
策

を
網
羅
的
か
つ
体
系
的
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

関
与
先
企
業
が
当
面
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
会
員
事
務
所
に
よ
る
個

別
支
援
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
や
コ
ン
テ
ン
ツ
等
も
併
せ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
会
長　

坂
本
孝
司

い
ま
ま
さ
に
、

職
業
会
計
人
の
真
価
を
発
揮
す
る
時
！

巻頭言

会報『TKC』2020年5月号より
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TKC 2020・5

巻頭言

さ
ら
に
、
4
月
15
日
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
た
O
M
S
ク
ラ
ウ
ド
に
は
、

関
与
先
企
業
ご
と
に
適
用
で
き
る
政
府
の
緊
急
融
資
な
ど
の
支
援
策
を
自
動

判
定
す
る
機
能
も
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
T
K
C
グ

ル
ー
プ
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
関
与
先
企
業
の
支
援
に
全
面
的
に
活
用
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
T
K
C
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
各
種
支
援
策
の
詳
細
は
本
誌
20
〜

31
頁
を
参
照
）。

感
染
拡
大
期
収
束
後
の
反
転
攻
勢
の
た
め
の
支
援
も
重
要

T
K
C
全
国
政
経
研
究
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
全
国
的
に
拡
大
す
る
以
前
の
2
月
半
ば
過
ぎ
か
ら
、「
民
間
金
融
の
有
事

対
応
で
は
、
既
往
債
務
の
借
換
や
条
件
変
更
に
加
え
、
最
低
2
年
程
の
元
本

返
済
猶
予
と
保
証
料
や
金
利
は
国
が
負
担
す
る
な
ど
の
条
件
に
よ
る
緊
急
融

資
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
の
提
言
を
政
府
、
与
野
党
を
は
じ
め
関
係

省
庁
に
集
中
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
な
活
動
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

2
月
26
日　

自
由
民
主
党
金
融
調
査
会
「
地
域
金
融
経
営
力
強
化
P
T
合
同

会
議
」
へ
の
参
加

　
　

同
日　

塩
崎
恭
久
衆
議
院
議
員
・
元
厚
労
大
臣
・
自
民
党
T
K
C
議

連
会
長
と
の
意
見
交
換

3
月
4
日　

前
田
泰
宏
中
小
企
業
庁
長
官
と
の
意
見
交
換

3
月
16
日　

片
山
さ
つ
き
参
議
院
議
員
・
前
地
方
創
生
担
当
大
臣
と
の
意
見

交
換

　
　

同
日　

伊
藤
達
也
衆
議
院
議
員
・
元
金
融
担
当
大
臣
と
の
意
見
交
換

3
月
17
日　

古
川
元
久
衆
議
院
議
員
・
超
党
派
T
K
C
議
連
会
長
、　

玉
木

雄
一
郎
衆
議
院
議
員
・
国
民
民
主
党
代
表
と
の
意
見
交
換

　
　

同
日　

富
田
茂
之
衆
議
院
議
員
・
公
明
党
T
K
C
議
員
懇
話
会
会
長

と
の
意
見
交
換

3
月
19
日　

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
大
臣
と
の
意
見
交
換

　
　

同
日　

公
明
党
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
本
部
」「
中
小
企
業
政
策

研
究
議
員
懇
話
会
」
合
同
ヒ
ア
リ
ン
グ

3
月
23
日　

遠
藤
俊
英
金
融
庁
長
官
他
幹
部
と
の
意
見
交
換

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
①
令
和
元
年
分
の

所
得
税
、
贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
申
告
、
②
法
人
の
申

告
、
③
社
会
福
祉
法
人
を
は
じ
め
非
営
利
法
人
の
決
算
作
業
等
─
─
に
関
し

て
、「
期
限
延
長
と
柔
軟
な
対
応
と
一
定
期
間
の
納
税
猶
予
」
を
T
K
C
議

連
幹
部
や
関
係
省
庁
に
対
し
、
強
く
訴
え
続
け
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
そ
の

多
く
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
も
か
く
い
ま
は
、
目
の
前
の
問
題
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
、
そ
し
て
、

緊
急
事
態
宣
言
な
ど
の
状
況
が
あ
る
程
度
続
く
長
期
戦
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
視
野
に
入
れ
た
対
応
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
局
面
を
想
定

し
、
感
染
拡
大
期
が
収
束
し
た
後
、
い
わ
ゆ
る
反
転
攻
勢
期
の
支
援
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
内
容
を
提
案
し
ま
し
た
。

■
令
和
2
年
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
の
主
な
政
策
提
言
活
動
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①
緊
急
事
態
を
乗
り
越
え
た
後
の
経
営
改
善
な
ど
に
金
融
機
関
、
顧
問
税
理

士
が
連
携
し
て
本
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
再
度
成
長
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

②
そ
の
際
、
金
融
円
滑
化
法
の
反
省
を
踏
ま
え
、「
税
務
署
に
提
出
し
た
も

の
と
同
じ
決
算
書
」
と
「
中
小
会
計
要
領
（
中
小
指
針
）
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
の
提
出
、
融
資
額
に
応
じ
た
頻
度
で
の
経
営
計
画
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
要
件
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
支
援
に
は
経
営
革
新
等
支
援
機
関
（
以
下
、

認
定
支
援
機
関
）
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
強
調
し
た
こ
と
は
、
認
定
支
援
機
関
制
度
を
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
点
で
す
。
あ
え
て
税
理
士
に
限
定
せ
ず
、
国
が
財
務
・
税
務
・
金
融

の
専
門
家
と
し
て
認
定
し
た
会
計
士
、
弁
護
士
、
中
小
企
業
診
断
士
、
商
工
会

議
所
等
す
べ
て
の
認
定
支
援
機
関
の
役
割
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
社
会
の
納
得

も
得
ら
れ
る
た
め
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
各
方
面
へ
の
提
言
時
に
は
、
必
ず

「
中
小
企
業
等
の
経
営
強
化
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
十
七
年
五
月
二
日
）

（
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
告
示

第
二
号
）」
に
基
づ
く
認
定
支
援
機
関
の
業
務
内
容
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
あ
ら
た
め
て
認
定
支
援
機
関
に
対
す
る
与
野

党
、
関
係
省
庁
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
4
月
7
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
」
に
も
認
定
支

援
機
関
制
度
の
活
用
が
謳
わ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
税
制
措
置
の
面
で
、

固
定
資
産
税
・
償
却
資
産
税
の
減
免
措
置
を
市
町
村
に
申
請
す
る
際
は
認
定

支
援
機
関
の
認
定
を
要
件
と
す
る
こ
と
や
、
令
和
2
年
度
補
正
予
算
案
の
中

に
事
業
再
生
・
経
営
改
善
（
認
定
支
援
機
関
に
よ
る
4
0
5
事
業
お
よ
び
プ

レ
4
0
5
事
業
）
支
援
80
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
認
定
支
援
機
関
が
果
た
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
実
績

に
対
す
る
高
い
評
価
と
期
待
の
表
れ
と
い
え
ま
す
。

金
融
機
関
と
の
連
携
が
よ
り
実
質
的
な
も
の
に
進
展
し
て
き
た

来
年
（
2
0
2
1
年
）
は
、
T
K
C
全
国
会
結
成
か
ら
節
目
の
50
年
を
迎

え
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
月
次
巡
回
監
査
の
完
全
実
施
と
T
K
C
シ

ス
テ
ム
を
フ
ル
活
用
し
て
租
税
正
義
の
綿
密
な
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、

「
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
」
を
作
成
し
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
融
機

関
と
の
信
頼
関
係
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
（
次
頁
資
料
参
照
）。

そ
し
て
昨
今
で
は
、
T
K
C
各
地
域
会
会
長
に
よ
る
地
元
金
融
機
関
ト
ッ

プ
と
の
対
談
や
書
面
添
付
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
現
場
の
行
職
員
の
方
々
に
多
数

参
加
い
た
だ
き
、
T
K
C
会
員
事
務
所
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
な
ど
金
融
機
関
と
の
信
頼
関
係
は
一
層
強
固
な
も
の
と
な
り
、

そ
の
連
携
は
よ
り
実
質
的
な
も
の
へ
と
進
展
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
運
動
の
成
果
を
背
景
に
し
て
、
今
般
の
政
府
に
よ
る
緊
急
の

政
策
金
融
に
お
い
て
は
、T
K
C
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
M
I
S
）

に
よ
る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
決
算
書
の
提
供
は
、
資
金
繰
り
に
困
窮
す
る
中
小

企
業
は
も
と
よ
り
、
そ
の
貸
し
手
で
あ
る
政
府
系
金
融
機
関
な
ど
か
ら
も
こ

の
比
類
の
な
い
利
便
性
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

会
計
事
務
所
経
営
を
見
直
す
大
き
な
機
会
と
し
て
捉
え
る

現
下
の
難
局
は
、
通
常
で
は
5
年
程
度
か
か
る
環
境
変
化
を
た
っ
た
1
年

6
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巻頭言

で
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
事
務
所
経
営
の
視
点
に
お

い
て
は
、
こ
れ
を
新
時
代
へ
の
対
応
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
ジ
ョ
ン
・
L
・
ケ
ア
リ
ー
氏
（
ア
メ
リ
カ
公
認

会
計
士
協
会
元
専
務
理
事
）
の
言
葉
を
借
り
て
、
職
業
会
計
人
が
勝
ち
残
る

た
め
の
条
件
と
し
て
、
①
組
織
化
、
②
社
会
の
納
得
、
③
現
代
の
業
務
へ
の

適
応
・
新
し
い
業
務
の
開
始
─
─
の
三
つ
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま

や
「
現
代
の
業
務
へ
の
適
応
・
新
し
い
業
務
の
開
始
」
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

幸
い
に
も
わ
れ
わ
れ
に
は
T
K
C
が
提
供
す
る
「
最
新
情
報
」「
シ
ス
テ

ム
」「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
関
与
先
企
業
へ
の

正
確
か
つ
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
、
I
C
T
を
活
用
し
月
次
巡
回
監
査
が

で
き
な
い
際
の
事
前
確
認
作
業
、
電
子
申
告
や
M
I
S
の
実
践
等
々
、
そ
し

て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
も
十
分
対
応
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
、

日
本
全
国
の
企
業
が
問
わ
れ
て
い
る
仕
事
の
仕
方
の
大
幅
な
変
革
に
、
わ
れ

わ
れ
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

ま
た
、
前
述
し
た
通
り
電
子
申
告
の
定
着
と
T
K
C
各
地
域
会
に
よ
る
金

融
機
関
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
り
、
M
I
S
の
普
及
が
進
ん
で
き
た

た
め
、
経
営
者
の
承
諾
の
下
、
T
K
C
会
員
事
務
所
が
金
融
機
関
に
関
与
先

企
業
の
決
算
書
や
月
次
試
算
表
を
瞬
時
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

①1993年：
BIS規制（バーゼルⅠ）の適用が日本でも本格化し金融機関が自
己資本比率の向上に努める必要が生じる。

②1998年4月：
日本が「早期是正措置」を導入し、これによって各金融機関が
行う自己査定において、融資先企業の「決算書やそれに基づく
財務データ」が大きな位置を占めるようになる（この間、
2010年に閣議決定された「中小企業憲章」では「中小企業の
実態に即した会計制度の整備」が謳われ、2012年に「中小企
業の会計に関する基本要領」が制定される）。

③2000年10月：
東京三菱銀行（当時）はTKC会員事務所の業務品質（KFS等）
に基づく決算書等の信頼性をもとに、無担保・無保証の長期融
資を行うという画期的な融資商品「TKC戦略経営者ローン」を
開発提供した。その後、各金融機関がこぞって各地域会との交
流会を開催し、たくさんの融資商品が開発・提供される。

④2012年5月7日：
金融庁「中小・地域金融機関向けの総合的な監督指針」などに、
「顧客企業が自らの経営の目標や課題を正確かつ十分に認識でき
るよう助言するにあたっては、当該顧客企業に対し、『中小企業
の会計に関する指針』や『中小企業の会計に関する基本要領』
の活用を促していくことも有効である。」との文言が追加され、
金融検査マニュアルの「中小企業に適した資金供給手法の徹底
に係る具体的な手法例」にも「『中小企業の会計に関する基本要
領』の普及」が追加される。

⑤2012年6月21日：
中小企業経営力強化支援法（同法は「中小企業の新たな事業活
動の促進に関する法律」等の一部を改正するもの）は、財務お
よび会計等の専門知識を有する者（既存の中小企業支援者、金
融機関、税理士・税理士法人等）を経営革新等支援機関として
認定し、これらの認定支援機関による支援事業を通じて課題解
決の鍵を握る事業計画の策定等を行い、中小企業の経営力強化
を図る目的で制定された。同法は、経済産業省・中小企業庁と
金融庁を横断する施策であり、同法に係る各省庁の告示は、資
金調達力を強化するために、中小会計要領・中小指針の推奨、
計算書類等の信頼性確保、財務経営力の強化を求めている。

日本の中小企業金融政策ならびにTKC全国会・
地域会と金融機関との連携の変遷【資料】
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民
間
金
融
に
よ
る
支
援
時
に
も
万
全
な
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

「
巡
回
監
査
」は
T
K
C
会
員
事
務
所
の
基
本

所
内
体
制
に
お
い
て
は
、
最
新
の
O
M
S
モ
バ
イ
ル
や
W
e
b
会
議
シ
ス

テ
ム
等
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
も
可
能
で
す
。
ま

た
、
中
央
研
修
所
や
地
域
研
修
所
な
ど
が
主
催
す
る
集
合
型
の
生
涯
研
修
や

職
員
研
修
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
事
務
所
や
自
宅
か

ら
い
つ
で
も
視
聴
で
き
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
に
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
方

式
が
加
わ
り
、
そ
の
内
容
は
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

巡
回
監
査
は
T
K
C
会
員
事
務
所
の
基
本
中
の
基
本
で
あ
り
、
職
業
会
計

人
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
業
務
で
す
が
、
緊
急
事

態
宣
言
が
全
国
へ
発
出
さ
れ
た
現
状
で
は
、
関
与
先
企
業
へ
出
向
く
こ
と
が

不
可
能
な
状
況
や
、
行
く
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
所
長
の
判
断
が
あ
る
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。

T
K
C
会
員
は
長
ら
く
関
与
先
経
営
者
に
対
し
て
、
自
ら
数
字
を
把
握
し

て
「
会
計
で
会
社
を
強
く
す
る
」
経
営
の
実
践
を
目
指
し
て
、
T
K
C
方
式

に
よ
る
自
計
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
状
の
よ

う
に
巡
回
監
査
を
実
施
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
T
I
S
C
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
や
O
M
S
で
関
与
先
の
業
績
を
確
認
す
る
関
与
先
カ
ル
テ

に
加
え
、
リ
モ
ー
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ポ
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
喫
緊
の
資
金
繰
り
支
援
」
や
「
月

次
決
算
に
必
要
な
事
前
確
認
（
事
前
監
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）」
な
ど
関
与

先
企
業
の
支
援
を
最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
（
各

シ
ス
テ
ム
の
詳
細
は
「ProFIT

 EX
PRESS

」
を
参
照
）。

そ
の
際
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
か
ら
公
表
さ
れ

て
い
る
「
税
理
士
の
業
務
と
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）」
を
参
考
に
す
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
重
要
な
こ
と
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
、
関
与

先
企
業
に
出
向
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
時

に
は
、
事
前
確
認
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
で
き
な
い
、
換
言
す
れ
ば
、
巡
回
監

査
に
よ
っ
て
し
か
検
証
し
、
確
認
で
き
な
い
部
分
を
関
与
先
企
業
に
出
向
い

て
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

哲
人
的
指
導
者
原
理
を
判
断
基
準
に
し
て
難
局
を
乗
り
越
え
よ
う

最
後
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
足
下
の
課
題
と
し
て
こ
の
難
局
に
T
K
C

会
員
一
人
ひ
と
り
が
顧
問
税
理
士
と
し
て
、
あ
る
い
は
会
計
事
務
所
の
所
長

と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
や
判
断
基
準
で
臨
む
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
多
く
の
情
報
が
溢
れ
て
い
る
現
状
、
組
織
の
長
あ
る
い
は
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
物
事
の
本
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

『
T
K
C
会
計
人
の
行
動
基
準
書
』
の
第
2
章
倫
理
規
定
（
2
─
8
）「
健

康
体
の
維
持
」
に
は
、「
会
員
は
、
健
康
体
の
維
持
を
行
動
基
準
実
践
上
の

基
礎
的
条
件
と
自
覚
し
、
常
に
そ
の
た
め
の
関
心
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
の
心
身
の
健
康
に
も
特
別
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
足
下
の
危
機
に
お
い
て
は
、
ま
ず
ご

自
身
と
ご
家
族
、
職
員
と
関
与
先
企
業
の
感
染
防
止
に
努
め
る
こ
と
が
最
優

先
で
す
。
そ
の
上
で
、
政
府
が
定
め
た
柔
軟
な
税
務
上
の
取
扱
い
や
金
融
・

雇
用
面
で
の
各
種
支
援
策
を
熟
知
し
て
、
正
確
か
つ
迅
速
に
関
与
先
企
業
に

8
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巻頭言

導
入
を
勧
め
、
救
う
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
で
す
。

次
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
で
す
が
、
T
K
C
全
国
会
初
代

会
長
の
飯
塚
毅
博
士
は
「
T
K
C
会
計
人
の
基
本
理
念
（
25
項
目
）」
の
20

項
目
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

T
K
C
会
計
人
は
、
哲
人
的
指
導
者
原
理
と
は
、
滅
私
又
は
自
我
忘
却

の
境
涯
を
越
え
て
、
自
我
の
非
実
在
を
覚
知
す
る
立
場
に
立
っ
た
先
見
能

力
の
発
揮
を
骨
格
と
し
、
組
織
内
会
員
全
体
の
社
会
的
信
頼
と
権
威
の
向

上
と
を
目
指
す
実
践
原
理
で
あ
る
、
と
解
す
る
会
計
人
の
集
団
で
あ
る
。

皆
様
は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
関
与
先
企
業
の
全
面
支
援
の
み
な
ら

ず
、
金
融
機
関
な
ど
地
域
を
支
え
る
方
々
と
い
っ
そ
う
強
く
連
携
す
る
な
ど
、

税
理
士
と
い
う
仕
事
を
通
じ
て
、
い
か
に
社
会
の
役
に
立
つ
か
、
そ
こ
に
判

断
基
準
を
お
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
T
K
C
会
務
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
基
本
理
念
の
19
項

目
を
参
考
に
す
べ
き
で
す
。

い
ま
T
K
C
会
計
人
は
、
全
国
会
、
各
地
域
会
、
支
部
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

部
会
等
々
各
層
に
分
か
れ
た
会
員
組
織
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
各
層
に
分

か
れ
た
会
員
組
織
の
意
思
決
定
が
、
単
純
多
数
決
方
式
で
決
せ
ら
れ
る
の

か
、
は
た
ま
た
哲
人
的
指
導
者
原
理
に
基
づ
い
て
決
せ
ら
れ
る
の
か
、
は

重
大
な
問
題
で
あ
る
。（
略
）
心
し
て
頂
き
た
い
こ
と
は
、
心
底
に
エ
ゴ

イ
ズ
ム
を
隠
し
持
っ
た
人
物
は
、
組
織
の
長
に
選
ば
な
い
こ
と
が
肝
要
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

飯
塚
毅
博
士
は
、「
職
業
会
計
人
は
経
営
者
の
親
身
の
相
談
相
手
た
れ
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
親
身
の
」
と
い
う
発
想
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
会
計
士
の
起
源
に
つ
い
て
の
飯
塚
毅
博
士
の
記
述
を
見
つ
け
ま
し
た
。

会
計
士
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
職
業
で
、
も
と
も
と

は
監
査
や
税
務
で
は
な
く
、
裁
判
所
の
も
と
で
破
産
の
整
理
を
行
う
業
務
を

担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

19
世
紀
後
半
に
会
計
士
制
度
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
か
ら
も
当
初
は
破
産

整
理
等
の
業
務
が
メ
イ
ン
で
、『
監
査
論
』
で
有
名
な
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
氏

に
よ
れ
ば
、
当
時
の
会
計
士
は
、
夜
か
日
曜
日
に
し
か
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
訪

問
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
平
日
の
昼
間
に
会
計
士
が
訪
問

し
て
い
る
の
を
人
に
見
ら
れ
る
と
、「
あ
の
会
社
は
破
産
状
態
だ
」
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
か
ら
だ
と
。
つ
ま
り
、
企
業
の
最
後
の
段
階
に
関
わ

る
の
が
会
計
士
だ
っ
た
─
─
と
。
だ
か
ら
飯
塚
毅
博
士
は
、
そ
の
発
生
史
上

の
原
点
に
立
ち
返
り
、「
親
身
の
相
談
相
手
」
と
い
う
言
葉
を
導
き
出
さ
れ

た
と
考
え
ま
す
。

い
ま
、
T
K
C
会
員
は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
「
親
身
の
相
談
相
手
」

と
し
て
、
本
物
か
ど
う
か
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
や
経
験
の
す
べ
て
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
苦
境
に
あ
る
日
本
の
中

小
企
業
を
全
力
で
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
す
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
難
題
に
直
面
す
る
で
し
ょ
う
が
、

眼
前
の
問
題
を
哲
人
的
指
導
者
原
理
で
見
極
め
て
、
逞
し
く
前
に
進
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ま
ま
さ
に
、
職
業
会
計
人
と
し
て
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
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事
業
者
の
資
金
繰
り
、雇
用
の
維
持
、

生
活
を
守
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
す

　

坂
本　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
お
時
間
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
村　

こ
ち
ら
こ
そ
、
坂
本
会
長
を
は
じ
め

Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
皆
さ
ま
に
は
い
つ
も
有
益
な
提
言
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

坂
本　

わ
れ
わ

れ
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会

な
ら
び
に
Ｔ
Ｋ
Ｃ

全
国
政
経
研
究
会

は
、
こ
れ
ま
で
中

小
企
業
金
融
を
健

全
化
さ
せ
る
べ
く

運
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
）
に
つ

い
て
は
、
今
す
ぐ
緊
急
的
に
や
る
べ
き
こ
と
と
、

中
長
期
的
に
支
援
す
べ
き
こ
と
の
ど
ち
ら
も
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

西
村　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

政
府
と
し
て
ま
ず
は
、
事
業
の
存
続
の
た
め
の

資
金
繰
り
対
策
、
雇
用
の
維
持
、
生
活
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
全
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
政
策
金
融
と
し
て
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
実
質
無
利
子
、

無
担
保
の
特
別
貸
付
制
度
に
つ
い
て
、
３
月
17

日
か
ら
融
資
を
開
始
し
、
迅
速
・
柔
軟
な
対
応

を
と
る
こ
と
を
現
場
に
徹
底
す
る
よ
う
、
関
係

大
臣
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
金
融
機
関
に
対
し
て
も
既
往
債

務
の
返
済
猶
予
や
条
件
変
更
に
柔
軟
に
対
応
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
存
続
と
成
長
に
前
向
き
な

中
小
企
業
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く

　　

坂
本　

こ
れ
ま
で
地
域
金
融
機
関
は
、
お
金

を
貸
し
た
く
て
も
な
か
な
か
貸
出
先
を
見
つ
け

ら
れ
な
い
と
い
う
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回

の
問
題
で
多
く
の
中
小
企
業
は
正
常
運
転
資
金

が
不
足
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
迅
速
に
対
応
す

る
融
資
の
ス
キ
ー
ム
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

西村康稔◎にしむら・やすとし
兵庫県出身。昭和60年東京大学法学部卒業、
通商産業省（現経済産業省）入省。平成15年
第43回衆議院総選挙にて初当選、令和元年経
済再生担当大臣、同2年新型コロナ対策担当
大臣。

政
経
研
活
動

■
と
き
：
令
和
2
年
3
月
19
日
㈭　

■
と
こ
ろ
：
内
閣
府

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
大
臣
に
坂
本
会
長
が
緊
急
面
談

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
措
置
法
を
担
当
す
る
西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
大
臣
と
面
談
し
、中
小
企
業
支
援
に
お
け
る
認
定
支
援
機
関
の
活
用

や
金
融
機
関
と
連
携
し
た
融
資
の
ス
キ
ー
ム
等
を
提
言
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、坂
本
孝
司
会
長
が

10
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政経研活動

　

た
だ
そ
の
時
、
過
去
の
金
融
円
滑
化
法
の
時

の
よ
う
に
、
す
ぐ
に
融
資
先
に
元
本
の
返
済
を

求
め
た
り
、
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
以
前
に

慢
性
的
に
業
績
不
振
の
企
業
に
同
じ
よ
う
に
融

資
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

西
村　

過
去
の
教
訓
を
活
か
す
こ
と
は
重
要

で
す
ね
。

　

坂
本　

ま
ず
は
誠
実
な
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
を
支
援
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
判
断

す
る
材
料
の
一
つ
が
金
融
機
関
へ
の
信
頼
性
の

高
い
決
算
書
等
や
簡
易
な
資
金
繰

り
表
の
提
供
で
す
。

　

西
村　

当
然
こ
こ
数
カ
月
は
そ

れ
ら
も
提
供
で
き
な
い
と
い
う
企

業
も
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
間
に

次
の
ス
テ
ッ
プ
、
例
え
ば
「
も
の

づ
く
り
補
助
金
」
な
ど
を
活
用
し
、

事
業
再
開
後
の
生
産
性
向
上
に
向

け
た
設
備
投
資
や
Ｉ
Ｔ
化
を
行
う
、

あ
る
い
は
自
宅
待
機
さ
せ
て
い
る

従
業
員
に
研
修
を
受
け
さ
せ
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
促
す
な
ど
、
で
き
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
政
府
と
し
て

は
、
そ
う
し
た
事
業
の
存
続
に
前

向
き
な
中
小
企
業
を
積
極
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　

税
理
士
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
顧
問
先
の
経
営

者
に
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
考
え

る
き
っ
か
け
を
与
え
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。

　「
認
定
支
援
機
関
」の
活
用
が
効
果
的

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
中
小
企
業
を
支
援
す
べ
き

　　

坂
本　

今
回
の
よ
う
な
有
事
の
制
度
運
用
に

は
、
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
（
認
定
支
援

機
関
）
の
活
用
が
効
果
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

西
村　

お
っ
し
ゃ
る

通
り
、
認
定
支
援
機
関

に
は
税
理
士
、
公
認
会

計
士
、
社
労
士
な
ど
士

業
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
金
融
機
関
、
商
工

会
、
商
工
会
議
所
等
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
う

し
た
皆
さ
ま
の
力
を
上

手
に
活
用
す
る
こ
と
が
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
問
題
に
対
す
る

中
小
企
業
支
援
で
も
有

効
だ
と
考
え
ま
す
。

　

坂
本　

認
定
支
援
機

関
の
法
的
根
拠
と
し
て

は
、
平
成
17
年
の
「
中
小
企
業
等
の
経
営
強
化

に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
告
示
で
「
国
や
都
道

府
県
は
、
中
小
企
業
に
会
計
の
定
着
を
図
り
、

会
計
の
活
用
を
通
じ
た
経
営
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
で
税

理
士
と
金
融
機
関
が
手
を
組
め
ば
「
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
」
と
し
て
、
中
小
企
業
等
を
支
え
、
さ

ら
に
そ
の
成
長
を
後
押
し
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

西
村　

認
定
支
援
機
関
の
指
示
・
助
言
を
受

け
て
融
資
を
申
し
込
む
と
、
金
利
の
優
遇
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
ね
。
中
小
企

業
向
け
の
金
融
と
し
て
は
、
一
定
金
額
ま
で
は

で
き
る
だ
け
事
務
負
担
を
小
さ
く
し
、
そ
れ
以

上
な
ら
認
定
支
援
機
関
に
し
っ
か
り
見
て
い
た

だ
く
、
と
い
う
考
え
方
も
必
要
で
す
。

　

坂
本　

す
ば
ら
し
い
お
考
え
で
す
。
認
定
支

援
機
関
で
あ
る
税
理
士
が
金
融
機
関
に
信
頼
性

の
高
い
決
算
書
等
を
提
供
す
れ
ば
、
金
融
機
関

は
融
資
先
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
そ

の
際
、
例
え
ば
１
億
円
未
満
な
ら
半
年
に
１
回
、

１
億
円
以
上
な
ら
毎
月
と
い
う
よ
う
に
融
資
額

で
差
を
つ
け
て
も
い
い
わ
け
で
す
。

　

西
村　

そ
れ
は
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。

　

本
日
の
提
言
を
受
け
、
し
っ
か
り
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
構
成
／
T
K
C
全
国
政
経
研
究
会
事
務
局
長　

内
薗
寛
仁

T
K
C
出
版　

村
井
剛
大
）
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政経研活動

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の
影
響
に
つ
い
て

熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る

公
明
党
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
」
お
よ
び
「
中
小
企
業
政
策
研
究
議
員

懇
話
会
」
の
合
同
会
議
が
、
去
る
3
月
19
日
㈭

に
緊
急
開
催
さ
れ
、
坂
本
孝
司
T
K
C
全
国
政

経
研
究
会
会
長
を
は
じ
め
政
策
審
議
委
員
が
緊

急
提
言
を
行
っ
た
。

　

会
議
に
は
、
公
明
党
か
ら
北
側
一
雄
副
代
表
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
長

（
党
幹
事
長
）
の
斉
藤
鉄
夫
代
議
士
、
中
小
企

業
政
策
研
究
議
員
懇
話
会
幹
事
長
の
大
口
善
徳

代
議
士
を
は
じ
め
13
名
が
出
席
（
代
理
出
席
者

除
く
）。
T
K
C
全
国
政
経
研
究
会
か
ら
坂
本

会
長
を
は
じ
め
服
部
久
男
幹
事
長
、
政
策
審
議

委
員
な
ど
7
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
坂
本
会
長
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
）
に
伴
う
目
下
の
緊
急
対
応
を
中
心
に
提
言

を
行
い
、
そ
の
先
の
中
長
期
的
な
対
応
に
つ
い

て
も
言
及
し
た
。

　

緊
急
提
言
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る

中
小
企
業
の
足
下
の
資
金
繰
り
を
中
心
に
、
今

回
の
危
機
を
健
全
な
中
小
企
業
が
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
政
策
金
融
に
お
け
る
特
別
貸
付
以
外

に
今
後
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
民
間
金
融
の

新
た
な
ス
キ
ー
ム
を
国
が
後
押
し
す
る
よ
う
訴

え
た
。
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①
最
低
2
年
程
度
の

元
本
返
済
を
猶
予
す
る
②
信
用
保
証
料
、
利
子

は
国
が
負
担
す
る
─
─
な
ど
を
挙
げ
る
と
と
も

政
経
研
活
動

■
と
き
：
令
和
2
年
3
月
19
日
㈭　

■
と
こ
ろ
：
衆
議
院
第
２
議
員
会
館

公
明
党
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」・「
中
小
企
業
政
策
研
究

議
員
懇
話
会
」
合
同
会
議
で
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
政
経
研
究
会
が
緊
急
提
言

公明党
【衆議院議員】
斉藤鉄夫、大口善徳、北側一雄
古屋範子、伊佐進一、鰐淵洋子
【参議院議員】
浜田昌良、石川博崇、矢倉克夫
里見隆治、宮﨑　勝、新妻秀規
高橋光男

TKC全国政経研究会
坂本孝司、服部久男、加藤武人
森脇仁子、鈴木信二、山本清尊
内薗寛仁

出席者（敬称略・順不同）
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政経研活動

に
、
信
用
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た
め
に
信
頼
性
の

高
い
決
算
書
の
提
供
を
は
じ
め
認
定
支
援
機
関

制
度
の
有
効
活
用
を
提
案
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
し
た
政
経
研
政
策
審
議
委
員
は
、

喫
緊
の
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
、
T
K
C
全
国
会
中
小
企
業
支
援
委
員

会
の
協
力
の
も
と
作
成
し
た
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
る
関
与
先
企
業
の
現
状

（
令
和
2
年
3
月
）』
等
を
使
っ
て
現
場
の
窮
状

を
説
明
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
議
員
か
ら
熱
心

な
質
問
が
相
次
ぎ
、
熱
の
こ
も
っ
た
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。
喫
緊
の
課
題
と
し
て
は
特
に
次

の
点
が
認
識
さ
れ
た
。

①
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
特
別
貸
付
な
ど
政
策

金
融
窓
口
の
混
乱
（
混
雑
や
着
金
ま
で
1
ヶ

月
程
度
か
か
る
こ
と
な
ど
）

②
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
（
4
号
・
5
号
）

が
本
来
の
対
象
で
な
い
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て

い
る
（
民
間
金
融
の
貸
出
姿
勢
の
問
題
点
）

③
厚
生
労
働
省
や
経
済
産
業
省
お
よ
び
テ
レ
ワ

ー
ク
助
成
金
等
の
手
続
き
の
課
題
（
申
請
の

煩
雑
さ
や
ス
ピ
ー
ド
な
ど
）

　

当
日
は
会
議
冒
頭
に
、
公
明
党
斉
藤
代
議
士
、

政
経
研
服
部
幹
事
長
の
2
名
か
ら
以
下
の
挨
拶

が
あ
り
、
坂
本
会
長
に
よ
る
提
言
、
出
席
者
に

よ
る
意
見
交
換
へ
と
続
い
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
長

斉
藤
鉄
夫
代
議
士

中
小
企
業
の
現
場
の
声
を
政
策
に
反
映
し
た
い

「
中
小
企
業
の
方
々
が
大
変
不
安
を
感
じ
て
い

る
中
で
、
希
望
を
も
っ
て
取
り
組
も
う
と
指
導

さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。
本
日
は
ぜ
ひ
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行

い
、
皆
さ
ん
か
ら
の
中
小
企
業
の
現
場
に
根
差

し
た
提
言
を
、
公
明
党
の
緊
急
経
済
対
策
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

民
間
金
融
機
関
が
短
期
継
続
融
資
で

積
極
的
に
貸
し
出
す
ス
キ
ー
ム
が
必
要

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
、
健
全
な
中
小
企

業
が
乗
り
越
え

た
あ
と
、
再
び

成
長
軌
道
に
事

業
を
乗
せ
る
た

め
に
課
題
と
な

っ
て
い
る
の
は

正
常
運
転
資
金

T
K
C
全
国
政
経
研
究
会
幹
事
長　

服
部
久
男

中
小
企
業
の
不
安
を
軽
減
す
る
政
策
を

「
い
ま
中
小
企
業
は
非
常
に
厳
し
い
状
態
で
す
。

以
前
の
観
光
業
な
ど
一
部
の
業
種
だ
け
で
な
く
、

ほ
ぼ
全
て
の
業
種
に
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
飲

食
店
を
営
む
関
与
先
で
は
こ
の
3
月
で
数
百
件

の
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
が
起
き
ま
し
た
。
本
日
は

我
々
の
思
い
を
お
伝
え
し
、
4
月
以
降
、
中
小

企
業
が
資
金
繰
り
に
不
安
を
感
じ
な
い
制
度
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

が
不
足
す
る
点
で
す
。
こ
れ
は
構
造
的
な
も
の

で
は
な
く
一
時
的
な
も
の
で
、
こ
れ
を
日
本
政

策
金
融
公
庫
等
に
続
き
、
短
期
継
続
融
資
で
民

間
の
金
融
機
関
が
積
極
的
に
貸
し
出
す
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
間
に
金
融
機
関
、

顧
問
税
理
士
な
ど
が
連
携
し
て
本
業
を
し
っ
か

り
サ
ポ
ー
ト
し
、
再
度
成
長
軌
道
に
乗
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
際
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
過
去
の
「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化

法
」
の
時
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、「
税
務
署
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
へ
の

正
常
運
転
資
金
融
資
に
関
す
る
件

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
政
経
研
究
会
会
長　

坂
本
孝
司

【緊急提言】
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提
出
し
た
も
の
と
同
じ
決
算
書
」
と
「
中
小
会

計
要
領
（
中
小
指
針
）
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の

提
出
は
最
低
限
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
は
危
機
を
乗
り
越
え
た
後
と
い
う

こ
と
が
前
提
条
件
に
な
り
ま
す
が
、
融
資
額
に

応
じ
て
簡
易
な
経
営
計
画
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

要
件
と
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

中
小
会
計
要
領
等
は
中
小
企
業
庁
の
調
査
に

よ
る
と
企
業
の
6
〜
7
割
に
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、

こ
う
し
た
す
で
に
出
来
て
い
る
制
度
を
十
分
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

同
時
に
、
こ
れ
ら
の
支
援
に
は
認
定
支
援
機

関
の
税
理
士
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
専
門
家
と

金
融
機
関
が
共
に
中
小
企
業
支
援
を
行
う
た
め

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
信
頼
性
の
高
い
決
算
書
」

で
す
が
、
認
定
支
援
機
関
制
度
の
根
拠
法
に
は
、

信
頼
性
あ
る
計
算
書
類
の
作
成
及
び
活
用
を
推

奨
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
危
機
に
お
い
て
も
決
算
書
の
信
頼
性

の
重
要
性
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
認
定
支
援

機
関
を
活
用
し
、「
中
小
会
計
要
領
」
等
を
活
用

す
る
誠
実
で
ま
じ
め
な
中
小
企
業
経
営
者
を
し

っ
か
り
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
中
小
企
業
の
現
場
の
声
が
T
K
C

会
員
か
ら
報
告
さ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

［
鈴
木
信
二
会
員
］

　

地
域
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
都
市

部
の
日
本
公
庫
の
窓
口
は
非
常
に
混
ん
で
い
ま

す
。
受
付
に
人
が
殺
到
し
て
申
請
の
順
番
待
ち

で
数
時
間
た
つ
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
（
※
本

提
言
に
基
づ
き
現
在
は
書
類
を
事
前
に
郵
送
で
受
け
付

け
る
等
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

ま
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
（
4
号
・
5

号
）
や
日
本
公
庫
等
の
特
別
貸
付
に
よ
っ
て
中

小
企
業
は
足
下
の
資
金
は
確
保
で
き
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
民
間
金
融
機
関
は
特
に
4
号
の
全

額
1
0
0
％
保
証
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
企
業
に
支
援
の
手
が
届
い
て
い

な
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

【
北
側
一
雄
代
議
士
】

　

日
本
公
庫
の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
融
資
し
て

い
ま
す
が
ど
う
し
て
も
遅
く
な
る
。
や
は
り
取

引
行
で
あ
る
民
間
金
融
機
関
が
、
例
え
ば
既
往

債
務
の
元
本
支
払
い
を
猶
予
す
る
、
新
規
の
融

資
に
つ
い
て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
作
る

こ
と
が
い
ま
は
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。

【緊急提言】
新型コロナウイルス感染症の影響を

受ける中小企業への
正常運転資金融資に関する件

1. 概要
　今回のコロナ・ショック危機を健全な中小企業が乗
り越えるために正常運転資金を短期継続融資で民間
金融機関が積極的に貸し出すスキームを国が後押し
する。

2. 制度のポイント
（1）最低2年間程度の元本返済を猶予する。
（2）信用保証料、利子は国費で負担する（※1）。
（3）上記には、
①税務署に提出したものと同じ決算書
②『中小会計要領／中小指針の適用に関するチェ
ックリスト』
③3〜5カ年の中期経営計画
④③の（融資金額に応じた頻度で）モニタリングの
実施を要件とする。

　上記2−（3）の実施には、経営革新等支援機関（認
定支援機関）を活用する（※2）。

※1　「中小企業等貸し渋り対策大綱」平成10年8月閣議決定
※2　「中小企業等の経営強化に関する基本方針」平成17年5月2日告示、
令和元年7月12日告示第二号

質
疑
応
答
（
要
旨
）
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［
山
本
清
尊
会
員
］

　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。
既
存
借
入
の
元
本

支
払
を
猶
予
す
る
柔
軟
な
対
応
が
で
き
れ
ば
、

企
業
が
借
入
申
込
を
し
、
金
融
機
関
審
査
を
待

ち
、
融
資
実
行
ま
で
の
日
数
を
経
ず
に
す
み
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
緊
急
必
要
資
金
を
素
早
く
、

そ
の
企
業
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

3
月
に
入
り
急
速
に
企
業
の
売
上
げ
が
落
ち

て
き
て
お
り
、
月
末
の
資
金
繰
り
が
極
め
て
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
的
な
措
置
と
し
て

納
税
猶
予
の
対
応
を
し
て
い

た
だ
け
る
と
資
金
が
回
り
や

す
く
な
り
ま
す
（
※
4
月
7

日
緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
国

税
・
地
方
税
の
納
税
猶
予
が
措

置
さ
れ
ま
し
た
）。

［
加
藤
武
人
会
員
］

　

金
融
機
関
が
プ
ロ
パ
ー
で

の
融
資
が
で
き
な
い
理
由
と

し
て
貸
倒
引
当
金
を
設
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た

回
収
不
能
に
な
る
と
全
て
銀

行
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
緊
急
避
難
的
な
措
置

と
し
て
プ
ロ
パ
ー
融
資
を
実

行
し
た
場
合
に
は
貸
倒
引
当

金
の
設
定
を
0
％
に
し
た
り
、
当
該
貸
金
に
つ

い
て
回
収
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
無
税
で
の

償
却
は
勿
論
の
こ
と
、
回
収
で
き
な
か
っ
た
債

権
の
2
倍
か
ら
3
倍
を
経
費
（
損
金
）
と
し
て

認
め
る
等
の
大
胆
な
政
策
が
検
討
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
貸
倒
引
当
金
を
積
む

猶
予
や
回
収
不
能
に
な
っ
た
場
合
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
税
務
上
与
え
ら
れ
れ
ば
プ
ロ
パ
ー
融

資
が
円
滑
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

［
森
脇
仁
子
会
員
］

　

テ
レ
ワ
ー
ク
等
助
成
金
の
申
請
に
つ
い
て
も

煩
雑
で
す
。
中
小
企
業
が
手
間
を
か
け
て
申
請

し
、
よ
う
や
く
書
類
が
通
っ
て
助
成
金
が
入
っ
て

き
て
か
ら
機
器
を
購
入
す
る
と
い
う
の
は
、
外

出
自
粛
要
請
が
あ
る
な
か
で
非
常
に
遅
い
で
す
。

【
里
見
隆
治
議
員
】

　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
改
善
さ
れ
ま
す
か
。

［
森
脇
会
員
］

　

例
え
ば
通
常
時
の
事
前
申
請
で
は
な
く
、
機

器
購
入
後
の
申
請
で
も
助
成
金
を
頂
け
る
な
ど
、

非
常
時
の
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

［
鈴
木
会
員
］

　

最
後
に
、
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業

（
4
0
5
事
業
）
に
よ
り
経
営
改
善
計
画
を
策
定

し
、
金
融
機
関
の
同
意
を
得
て
条
件
変
更
を
行

い
、
昨
年
か
ら
資
金
繰
り
に
メ
ド
が
つ
い
て
い

た
が
、
今
回
の
影
響
で
売
上
が
1
割
ほ
ど
減
少

し
た
企
業
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
計
画
に

同
意
し
て
い
た
金
融
機
関
に
3
月
に
無
利
息
融

資
の
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、「
返
済
可
能
性
が
低

い
の
で
相
談
に
乗
れ
な
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。

　

本
来
、
計
画
を
策
定
し
て
金
融
機
関
の
同
意

ま
で
得
て
い
る
企
業
に
は
注
力
し
て
支
援
し
、

つ
な
ぎ
融
資
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
計
画
を
策
定
し
て
金

融
機
関
に
全
て
を
開
示
し
た
企
業
が
救
わ
れ
な

い
事
態
と
な
り
、
正
直
者
が
ば
か
を
見
て
し
ま

い
ま
す
。
経
営
改
善
計
画
と
緊
急
融
資
は
本
来

一
体
と
し
て
運
用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
浜
田
昌
良
議
員
】

　

そ
れ
は
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
す
ね
。
足
下
の
危

機
を
乗
り
越
え
た
あ
と
は
ま
さ
に
経
営
改
善
が

重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
点

は
関
係
省
庁
と
し
っ
か
り
話
を
し
て
い
き
ま
す

（
※
4
月
7
日
令
和
2
年
補
正
予
算
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

そ
の
中
で
事
業
再
生
・
経
営
改
善
支
援
事
業
80
億
円
が

措
置
さ
れ
ま
し
た
）。

【
大
口
善
徳
代
議
士
】

　

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本

日
の
ご
提
言
を
ふ
ま
え
て
中
小
企
業
金
融
の
政

策
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
構
成
／
T
K
C
全
国
政
経
研
究
会
事
務
局
長　

内
薗
寛
仁

T
K
C
出
版　

清
水
公
一
朗
）
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「
緊
急
資
金
繰
り
対
策
コ
ー
ナ
ー
」を

積
極
的
に
活
用
し
、正
確
か
つ
最
新
の
情
報
提
供
を
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う

経
済
活
動
・
事
業
活
動
の
縮
小
に
よ
り
、
中
小

企
業
の
経
営
環
境
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

窮
境
に
陥
っ
た
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
が
国
や

都
道
府
県
、
関
連
機
関
か
ら
次
々
に
講
じ
ら
れ

て
い
る
一
方
、「
必
要
な
情
報
の
収
集
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
べ
く
、P
r
o
F
I
T

と
O
M
S「
T
K
C
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
資
金
繰
り
対
策

コ
ー
ナ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
サ
イ
ト

か
ら
最
新
情
報
や
支
援
ツ
ー
ル
を
こ
ま
め
に
確

認
し
、
関
与
先
企
業
へ
の
支
援
に
積
極
的
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
資
金
繰
り
対
策

コ
ー
ナ
ー
」
に
は
次
の
三
つ
の
タ
ブ
が
あ
り
、

「
今
、
そ
の
関
与
先
企
業
に
必
要
な
情
報
」
が

取
り
出
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
支
援
策

「
中
小
企
業
支
援
策
」
タ
ブ
に
は
、
国
・
都
道

府
県
・
市
区
町
村
・
金
融
機
関
の
支
援
策
が
集

約
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
地
図
で
示
さ
れ
て
い

る
都
道
府
県
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の
都

道
府
県
に
所
在
す
る
事
業
者
が
利
用
で
き
る
支

援
策
（
融
資
・
税
制
・
補
助
金
等
）
が
確
認
で

き
ま
す
。

「
支
援
ツ
ー
ル
」
タ
ブ
に
は
、
T
K
C
全
国
会

の
方
針
と
支
援
ツ
ー
ル
、
㈱
T
K
C
の
支
援
策
、

委
員
会
開
発
支
援
ツ
ー
ル
等
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
関
与
先
へ
の
案
内
文
ひ
な
形
や
支
援

す
べ
き
関
与
先
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
等
、

す
ぐ
に
利
用
で
き
る
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

「
新
着
情
報
」
タ
ブ
に
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
」
に
関
連
し
た
P

 

r

 

o

 

F

 
I
 T 

E
X
P
R
E
S
S
を
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
最
新
情
報
を
網
羅
的
に
確
認
で
き
ま
す
の

で
、
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
時
に
お
い
て
は
正
確
な
情
報
こ
そ
が

「
今
」
を
生
き
抜
く
力
と
な
り
、
前
へ
進
む
た

め
の
希
望
と
な
り
ま
す
。
今
こ
そ
「
親
身
の
相

談
相
手
」
と
し
て
関
与
先
に
寄
り
添
い
、
信
頼

で
き
る
情
報
を
い
ち
早
く
関
与
先
に
提
供
し
ま

し
ょ
う
!

緊急対応

Ｔ
Ｋ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
は
中
小
企
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を

全
力
で
支
援
し
て
い
ま
す
！

──
Ｐｒｏ
Ｆ
Ｉ
Ｔ「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
資
金
繰
り
対
策
コ
ー
ナ
ー
」や
全
国
会
委
員
会
作
成
の
支
援
ツ
ー
ル
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
感
染
爆
発
の
防
止
と
医
療
体
制
確
保
の
観
点
か
ら
人
の
移
動
や
経
済
活
動

が
制
限
さ
れ
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
中
小
企
業
経
営
へ
の
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
Ｔ
Ｋ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ

全
国
会
・
Ｔ
Ｋ
Ｃ
諸
機
関
）
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
窮
境
に
陥
っ
た
中
小
企
業
を
支
援
す

る
べ
く
、
緊
急
の
資
金
繰
り
支
援
策
や
最
新
情
報
の
提
供
、
各
種
関
与
先
支
援
ツ
ー
ル
等
を
準
備
し
、「
中
小
企
業
の
存
続
・
発
展
の
支
援
」
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

現
在
Ｔ
Ｋ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
関
与
先
へ
の
緊
急
支
援
に
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
か
ら

中
小
企
業
支
援
策

支
援
ツ
ー
ル

新
着
情
報
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新型コロナウイルス対応
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ー
ド
や
金
額
に
お
い
て
検
討
の
優
先

度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
順
番
に
案
内

事
項
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
へ
の
申
込
が

集
中
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
検
討
で
き
る
打
ち
手

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
経
営
者
に
気

づ
い
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。

②
緊
急
性
の
高
い
支
援
先
の
確
認

緊
急
性
の
高
い
支
援
先
を
確
認
す

る
に
は
、
4
月
15
日
に
提
供
開
始
さ

れ
た
O
M
S
の
「
緊
急
支
援
関
与
先

チ
ェ
ッ
ク
」
機
能
を
フ
ル
活
用
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
不
安
の
連
鎖
が
社
会
に
蔓
延

し
、
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
が
表

れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の

縮
小
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断

等
に
よ
る
売
上
の
急
激
な
縮
小
に
加

え
、
4
月
7
日
に
は
東
京
都
を
は
じ

め
7
都
府
県
を
対
象
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
表
さ
れ
る
事
態
に
陥
っ
て
い

ま
す
（
16
日
に
対
象
を
全
国
に
拡
大
）。

い
つ
収
束
す
る
か
見
通
し
が
た
た

な
い
環
境
下
に
お
い
て
、
中
小
企
業

経
営
者
の
不
安
を
軽
減
し
、
事
業
継

続
の
勇
気
を
与
え
る
た
め
に
我
々

T
K
C
会
員
事
務
所
に
何
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

当
委
員
会
で
は
3
月
上
旬
か
ら
こ

の
テ
ー
マ
を
真
剣
に
議
論
し
、
関
与

先
企
業
が
当
面
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
た
め
の
支
援
を
実
践
す
る
た
め
に

全
国
の
T
K
C
会
員
事
務
所
に
参
考

と
し
て
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

日
々
変
化
す
る
動
向
を
踏
ま
え
て

コ
ン
テ
ン
ツ
を
随
時
更
新
す
る
た
め
、

本
稿
で
は
コ
ン
テ
ン
ツ
の
概
要
を
ご

紹
介
す
る
に
留
ま
り
ま
す
が
、
全
国

の
T
K
C
会
員
と
職
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
関
与
先
支
援
に
あ
た
り
ご

参
考
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

会
計
事
務
所
が
支
援
で
き
る
項
目
に

対
応
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

コ
ン
テ
ン
ツ
は
会
計
事
務
所
の
支

援
の
流
れ
に
沿
っ
て
制
作
し
て
い
ま

す
。
今
般
の
情
勢
に
お
い
て
は
、

①
必
要
な
情
報
を
整
理
し
て
提
供
し
、

②
声
を
か
け
（
緊
急
性
の
高
い
支
援

先
を
確
認
し
）、

③
資
金
繰
り
の
打
ち
手
を
提
案
し
、

④
資
金
調
達
の
支
援
を
実
践
す
る

と
い
う
4
段
階
を
想
定
し
て
い
ま

す
（
次
頁
P
r
o
F
I
T
画
面
）。

本
誌
が
発
行
さ
れ
る
5
月
に
は
、
す

で
に
す
べ
て
の
関
与
先
に
実
施
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
漏
れ

が
な
い
か
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
関
与
先
へ
の
情
報
提
供

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
政
府
の
緊

急
経
済
対
策
等
の
最
新
情
報
は
株
式

会
社
T
K
C
が
収
集
・
整
理
し
、

H
P
毎
月
更
新
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て

事
務
所
H
P
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
緊
急
資
金
繰
り
対
策
コ
ー
ナ
ー
」

と
し
て
日
々
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
は
、
こ
う
し
た
強
力
な
武
器

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
F
A
X
、

メ
ー
ル
等
（
可
能
で
あ
れ
ば
月
次
巡

回
監
査
）
で
関
与
先
に
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
当
委
員
会
か
ら
提
供

し
て
い
る
文
例
に
は
、
着
金
の
ス
ピ

中
小
企
業
支
援
委
員
会
か
ら

関
与
先
の
資
金
繰
り
支
援
に
役
立
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
中
小
企
業
支
援
委
員
会
委
員
長　

増
山
英
和

Ⅰ　

納
税
・
社
会
保
険
料
の
納
付
猶
予

Ⅱ　

大
同
生
命
で
契
約
者
貸
付
可

能
な
生
命
保
険
に
ご
加
入
い
た

だ
い
て
い
る
お
客
さ
ま

Ⅲ　

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制

度
（
倒
産
防
）
に
加
入
さ
れ
て
い

る
お
客
さ
ま

Ⅳ　

小
規
模
企
業
共
済
に
加
入
さ

れ
て
い
る
お
客
さ
ま

Ⅴ　

日
本
政
策
金
融
公
庫
・
商
工

中
金
へ
の
緊
急
融
資
申
し
込
み

に
つ
い
て

Ⅵ　

当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

確
認
の
お
願
い

18
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こ
と
が
大
変
有
効
で
す
。
特
別
融
資

等
へ
の
適
用
対
象
に
な
る
か
と
い
う

点
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

特
に
緊
急
性
が
高
い
関
与
先
に
対

し
て
資
金
繰
り
の
手
当
て
が
済
ん
だ

後
に
は
、
関
与
先
経
営
者
の
話
に
耳

③
打
ち
手
の
提
案

先
行
き
不
透
明
な
状
況
下
で
は
、

と
に
か
く
手
持
ち
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
高
め
、
資
金
繰
り
を
守
る

こ
と
が
第
一
優
先
で
す
。
資
金
繰
り

の
打
ち
手
は
、
金
融
機
関
か
ら
の
借

入
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
委
員
会
が
提
供
し
た
コ
ン
テ
ン

ツ
「
資
金
繰
り
対
応
に
お
け
る
打
ち

手
」
で
は
、
自
己
資
金
（
定
期
預
金

の
取
り
崩
し
や
在
庫
の
売
却
）
を
投

入
す
る
、
不
要
不
急
の
支
払
い
（
税

金
・
社
会
保
険
料
等
）
を
止
め
る
、

金
融
機
関
へ
の
リ
ス
ケ
の
要
請
、
共

済
制
度
や
保
険
の
契
約
者
貸
付
を
活

用
す
る
、
助
成
金
を
活
用
す
る
、
と

い
っ
た
幅
広
い
打
ち
手
を
、
所
管
省

庁
等
の
W
e
b
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク

を
加
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
事
務

所
の
皆
様
で
お
目
通
し
い
た
だ
き
、

提
案
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
関

与
先
経
営
者
に
ご
案
内
す
る
こ
と
で

「
気
づ
き
」
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

④
資
金
調
達
の
支
援

特
別
貸
付
制
度
や
助
成
金
の
申
請

手
続
き
に
は
、
会
計
事
務
所
の
支
援
を

を
傾
け
、
刻
々
と
変
化
す
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
被
害
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
例
え
ば
仕
入

先
が
破
綻
状
態
に
陥
っ
て
い
る
よ
う

な
場
合
に
は
、
至
急
打
ち
手
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
打
ち

手
の
検
討
材
料
に
も
な
り
ま
す
。

要
す
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

株
式
会
社
T
K
C
や
、
当
委
員
会

を
含
め
T
K
C
全
国
会
の
各
委
員
会

で
は
こ
れ
ら
の
手
続
き
等
を
わ
か
り

や
す
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
P

 
r
 o 

F
I
T
や
O
M
S
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
緊
急
資
金
繰
り
対
策
コ
ー

ナ
ー
」
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

当
委
員
会
で
は
、
4
月
下
旬
に
は

緊
急
資
金
繰
り
に
関
す
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
研
修
を
配
信
し
た
ほ
か
、
5
月

中
旬
ま
で
に
会
計
事
務
所
向
け
の
テ

キ
ス
ト
と
関
与
先
向
け
の
Q
&
A
冊

子
を
T
K
C
出
版
か
ら
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
も
随
時
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
提
供
い
た
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
培
っ
て
き
た

資
金
調
達
力
強
化
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全

国
の
T
K
C
会
員
事
務
所
に
全
力
で

お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

当
面
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
暁
に

は
、
ふ
た
た
び
関
与
先
の
事
業
を
成

長
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
ご
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
!

■

ＰｒｏＦＩＴ／関与先に対してＴＫＣ会員事務所が実施できる当面の支援
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よ
り
掛
金
の
7
〜
9
割
）、
10
万
円
以

上
2
0
0
0
万
円
以
内
（
5
万
円
単

位
）
で
迅
速
に
で
き
ま
す
。
借
入
窓

口
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
商

工
組
合
中
央
金
庫
の
本
店
・
支
店
で

借
入
れ
の
手
続
き
が
で
き
、
午
後
2

時
ま
で
に
窓
口
で
手
続
き
を
す
る
と
、

そ
の
日
の
う
ち
に
貸
付
け
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
．
売
掛
金
債
権
が
高
額
な
場
合

任
意
解
約
せ
ず
、
掛
金
月
額
の
減

額
お
よ
び
一
時
貸
付
金
の
活
用
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

2
．
売
掛
金
債
権
の
額
が
あ
ま
り
大

き
く
な
い
場
合
や
連
鎖
倒
産
の
お

そ
れ
が
少
な
い
場
合

倒
産
防
の
任
意
解
約
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
再
加
入
を
視
野
に
入
れ

ま
し
ょ
う
。

3
．
倒
産
防
の
加
入
が
な
く
、
緊
急

で
資
金
が
必
要
な
場
合

　

小
規
模
企
業
共
済
の
一
般
貸
付
制

度
の
利
用
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
■

共
済
制
度
の
内
容
を
確
認
し
、

関
与
先
を
支
援
し
よ
う

　

T
K
C
企
業
共
済
会
に
よ
れ
ば
、
中

小
企
業
倒
産
防
止
共
済
（
倒
産
防
）
の

取
引
先
事
業
者
倒
産
に
よ
る
共
済
金

貸
付
や
解
約
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ

る
そ
う
で
す
。
関
与
先
の
資
金
繰
り
は

ま
さ
に
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、政
府
発
表
の
「
緊

急
経
済
対
策
（
第
3
弾
）」
を
受
け
た
政

府
系
金
融
機
関
お
よ
び
民
間
金
融
機

関
に
お
け
る
融
資
施
策
に
加
え
、
関
与

先
の
資
金
繰
り
支
援
に
共
済
制
度
の

活
用
も
ぜ
ひ
視
野
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

倒
産
防
の
共
済
金
借
入
や
一
時
貸
付
金

に
よ
る
借
入
、
任
意
解
約
な
ど
の
制
度

内
容
を
再
確
認
し
、
関
与
先
の
状
況
に

応
じ
て
適
切
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
政
府
で
は
さ
ら
な
る
追
加

支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
実
行

に
あ
た
っ
て
は
、
最
新
の
情
報
を

「
T
K
C
三
共
済
ク
ラ
ウ
ド
」や（
独
）

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
W
e
b

サ
イ
ト
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

1
．
共
済
金
の
借
入
れ
（
取
引
先
事

業
者
が
倒
産
し
た
時
の
借
入
れ
）

　

取
引
先
事
業
者
の
倒
産
に
よ
り
売

掛
金
債
権
等
の
回
収
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
、
共
済
金
の
借
入
れ
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
共
済
金
の
借
入
額
は
、

被
害
額
と
掛
金
総
額
の
10
倍
に
相
当

す
る
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
な

り
ま
す
。
借
入
額
は
原
則
、
50
万
円

か
ら
8
0
0
0
万
円
ま
で
で
5
万
円

単
位
の
額
と
な
り
ま
す
。

2
．
一
時
貸
付
金

　

一
時
貸
付
金
は
、
取
引
先
事
業
者

が
倒
産
し
て
い
な
く
て
も
、
共
済
契

約
者
の
方
が
臨
時
に
事
業
資
金
を
必

要
と
す
る
場
合
に
解
約
手
当
金
の
95

％
を
上
限
と
し
て
借
入
れ
で
き
る
制

度
で
す
。
借
入
限
度
額
は
解
約
手
当

金
の
95
％
の
範
囲
内
で
、
す
で
に
借

入
れ
を
し
て
い
る
共
済
金
や
一
時
貸

付
金
が
あ
る
場
合
は
控
除
さ
れ
ま
す
。

3
．
解
約
手
当
金

　

解
約
手
当
金
は
、
任
意
解
約
な
ど

解
約
の
理
由
に
よ
っ
て
3
種
類
に
分

類
さ
れ
、
支
給
率
が
変
わ
り
ま
す

（
0
％
〜
1
0
0
％
）
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

一
般
貸
付
制
度
（
利
率
1.5
％
）
を

利
用
す
る
と
、
事
業
資
金
の
借
入
れ

が
掛
金
の
範
囲
内
（
掛
金
納
付
月
数
に

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

関
与
先
の
状
況
に
応
じ
た
活
用
の
検
討

小
規
模
企
業
共
済

共
済
制
度
等
推
進
委
員
会
か
ら

緊
急
資
金
繰
り
対
策
に
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
・
小
規
模
企
業
共
済
の
活
用
を

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
共
済
制
度
等
推
進
委
員
会
委
員
長　

青
嶋
伸
治
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新型コロナウイルス対応

（令和2年4月14日現在）

共済制度による資⾦の⼿当⽅法
関与先の
加⼊状況

関与先の
状況確認

⼿当⽅法の
検討

⼿続機関と
制度上の
注意点

中⼩企業倒産防⽌共済に加⼊している
（倒産防）

TKC三共済クラウドで確認
(ProFITのメニューから起動）

減額

減額

借⼊

解約

借入
解約

⽀出を抑える（下限5千円）

TKC三共済クラウドで⼿続きの
書類が作成できます。

「⼀時貸付請求書」を請求し、必
要書類とともに中⼩機構へ送付
します。
★加⼊後1年未満は借⼊できません。

「解約⼿当⾦請求書（注2）」を請求
し、必要書類とともにTKC企業
共済会へ送付します。
★掛⾦納付⽉数が40カ⽉未満は、掛⾦元本割れ
となります。

⼀時貸付金：年率0.9%で借⼊
払込掛⾦合計額を現⾦化する

独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整備機構(中⼩機構）
050-5541-7171

加⼊者への確認（払込掛⾦合計額）

TKC企業共済会へ電話でお問い合わせも可能です。
(03-5227-5058）

・現在の「掛⾦⽉額」の確認が可能です。
・「払込掛⾦合計額」の確認が可能です。

　2⽉末に加⼊者へ独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整
備機構から送付されている「中⼩企業倒産防⽌共
済掛⾦納付状況のお知らせ」にて12⽉末時点の払
込掛⾦合計額を確認できます。

※借⼊対象の額は、前納額を除いた⾦額です。

■倒産防の⼿続きは、加⼊契約時の団体のみで
⼿続きができます。そのため、TKC三共済
クラウドの契約者⼀覧に関与先名がある場合
は、TKC企業共済会で⼿続きが可能です。

■⼀覧にない場合は、「中⼩企業倒産防⽌共済掛
⾦納付状況のお知らせ」に記載の取扱機関で
の⼿続きとなります。

■⼩規模の減額⼿続きは、加⼊契約時の団体等
がTKC企業共済会に限らず、TKC企業共済会
で⼿続きが可能です。

⼊⾦までは中⼩機構に書類到着後、10⽇から2週
間かかります。

商⼯組合中央⾦庫（商⼯中⾦）の本店・⽀店で午
後2時までに窓⼝で借⼊手続きすると、その⽇の
うちに貸付けを受けることができます（注1）。

　独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整備機構から加⼊者
へ年２回送付されている「貸付限度額のお知らせ」
で⼀般貸付の限度額が確認できます(年２回：4
⽉・10⽉）。

入金までは中小機構に書類到着後、
最短2週間程度かかります。

⼩規模企業共済に加⼊している
(⼩規模）

TKC三共済クラウドで確認
(ProFITのメニューから起動）

減額

借入

借入

減額

借⼊

⽀出を抑える（下限1千円）

特例緊急経営安定貸付：無利子

一般貸付：年率1.5%で借入

加⼊者がお持ちの「掛⾦⽉額変
更（減額）申込書」をTKC企業
共済会へ送付します。
★紛失の場合は、中⼩機構から取り寄せの⼿続
きが必要です。

・特例緊急経営安定貸付は､ 加
入者と中小機構との手続きと
なる見込みです｡ 出金は、商
工中金・本支店のみ。

・一般貸付の手続きは、商工中
金の窓口（注1）で直接の手続き
となります。

独⽴⾏政法⼈中⼩企業基盤整備機構(中⼩機構）
050-5541-7171

加⼊者への確認（貸付限度額）

TKC企業共済会へ電話でお問い合わせも可能です。
(03-5227-5058）

・現在の掛⾦⽉額の確認が可能です。

注1：借⼊窓⼝登録で銀⾏を指定登録されている
場合は、事前に銀⾏へ連絡し、⼊⾦までの期間
と銀⾏の窓⼝での⼿続きについて確認します。
借⼊れができる⾦融機関は、中⼩機構から送付
される「貸付限度額のお知らせ」に記載されて
います。

注2：TKC三共済クラウドでダウンロード可能です。

緊急対策



TKC企業防衛制度商品における
特別取扱について

　大同生命保険株式会社では、「新型コロナウイルス感染症」により影響を受け
られたTKC企業防衛制度商品の加入者を支援するため、3月13日㈮より以下の
特別取扱を実施しています。

1. 契約者貸付（新規貸付）の特別取扱

　詳細は、大同生命保険株式会社ホームページをご覧ください。

　「新型コロナウイルス感染症」が全国規模で拡大している状況を踏まえ、2020年�
2月18日に遡及して、金利を0.0%とする特別取扱を実施します。

対象契約者（※1） 契約者貸付可能な個人保険・個人年金保険（変額保険
を除く）のご契約者さま

金利 年利0.0%

上記金利適用金額 契約者貸付限度額まで

上記金利適用期間 2020年2月18日から9月30日まで

受付期間（※2） 2020年2月18日から6月1日まで

（※1）�中小企業信用保険法第2条第5項第4号に基づくセーフティネット保証制度指定案件（新
型コロナウイルス感染症）の適用地域（全都道府県）のすべてのご契約者。

（※2）お申し込み状況等に応じて、受付期間を短縮することがあります。

2. すでに実施されている特別取扱

　保険料のお払込猶予期間の延長、保険金・給付金のお支払い等について特別
取扱が実施されています。
　詳細は、大同生命保険株式会社ホームページの「重要なお知らせ」をご確認
ください。

大
同
生
命
保
険
か
ら
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TKC 2020・5

新型コロナウイルス対応

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
活
用
し

54
時
間
以
上
の
生
涯
研
修
受
講
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
各
地
域
会
に
お
け
る

集
合
型
の
生
涯
研
修
や
職
員
研
修
は
、

中
止
や
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
事
務

所
や
自
宅
か
ら
視
聴
で
き
る
オ
ン
デ

マ
ン
ド
研
修
を
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ

い
（
次
頁
に
「
T
K
C
オ
ン
デ
マ
ン

ド
研
修
配
信
一
覧
」
を
掲
載
）。

　

本
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
T
K
C
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
サ
ー

ビ
ス
見
放
題
プ
ラ
ン
」
で
は
、
月
額

2
2
0
0
円
（
税
込
）
で
、
60
本
以

上
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
が
見
放
題

で
す
。
こ
の
機
会
に
ご
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
T
K
C
全
国
会
バ
ッ
ジ
」
の
貸
与

条
件
の
一
つ
で
あ
る
「
T
K
C
全
国

は
、
忘
れ
ず
に
ご
報
告
を
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
入
職
員
研
修
計
画
に
役
立
つ

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」を
提
供
中

　

4
月
か
ら
、「
初
級
職
員
研
修
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、テ
キ
ス
ト『
実

務
に
役
立
つ
T
K
C
会
計
人
の
基
礎

知
識
』
も
大
幅
に
改
訂
し
ま
し
た
。

T
K
C
会
計
人
と
し
て
身
に
つ
け
て

お
き
た
い
知
識
と
考
え
方
を
、
新
入

職
員
に
最
低
限
必
要
な
事
項
に
絞
り

解
説
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
中
央
研
修
所
で
は
新
入

職
員
の
研
修
計
画
に
役
立
つ
「
T
K
C

会
員
事
務
所
新
入
職
員
用
研
修
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」（
以
下
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
）
お
よ
び
「
新
入
職
員
用
教
材
セ

ッ
ト
」
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

会
認
定
・
生
涯
研
修
受
講
済
事
務

所
」
の
認
定
に
は
、
令
和
2
年
6
月

30
日
㈫
ま
で
に
、
54
時
間
以
上
の
生

涯
研
修
受
講
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
P
r
o
F
I
T
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
「
貴
事
務
所
の
生
涯
研
修

受
講
時
間
」
で
、
必
要
な
研
修
受
講

時
間
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
T
K
C
の
生
涯
研
修
制
度

で
は
、
税
理
士
会
が
実
施
ま
た
は
認

定
す
る
研
修
に
つ
い
て
も
、
36
時
間

を
上
限
と
し
て
生
涯
研
修
受
講
時
間

に
算
入
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

算
入
す
る
た
め
に
は
、
P

 
r
 o 

F
I
T
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
「
貴
事
務

所
の
生
涯
研
修
受
講
時
間
」
バ
ナ
ー

か
ら
、「
2
．
税
理
士
会
が
認
定
す

る
研
修
等
」
欄
に
、
受
講
日
・
受
講

研
修
名
・
主
催
・
生
涯
研
修
算
入
時

間
の
入
力
が
必
要
で
す
。

　

税
理
士
会
等
の
認
定
研
修
受
講
後

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
新
入
職
員
が

読
了
す
べ
き
書
籍
と
視
聴
す
べ
き
オ

ン
デ
マ
ン
ド
研
修
を
標
準
形
と
し
て

一
覧
の
シ
ー
ト
に
し
た
も
の
で
す
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
の
所
要
時
間
を

確
認
し
た
上
で
、
当
シ
ー
ト
に
受
講

予
定
日
と
実
施
日
を
記
入
し
、
視
聴

履
歴
を
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
E
x
c
e
l

デ
ー
タ
で
提

供
し
て
い
る
た
め
、
所
長
先
生
が
事

務
所
の
状
況
に
応
じ
て
研
修
の
追
加

や
優
先
順
位
を
変
更
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
所
内
で
共
有
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
長
先
生
や
先

輩
職
員
が
新
入
職
員
の
学
習
進
捗
状

況
を
把
握
で
き
ま
す
の
で
、
巡
回
監

査
担
当
者
育
成
を
目
指
し
た
新
入
職

員
研
修
を
実
施
す
る
際
に
、
教
材
セ

ッ
ト
と
と
も
に
、
ご
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

※
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
シ
ー
ト
お
よ
び

活
用
事
例
等
は
、「
P
r
o
F
I
T
→

掲
示
板
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
→
T
K
C
全
国

会
掲
示
板
→
中
央
研
修
所
」
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。「
新
入
職
員
用
教
材
セ
ッ

ト
」
は
T
K
C
サ
プ
ラ
イ
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
か
ら
購
入
可
能
で
す
。

中
央
研
修
所
か
ら

視
聴
場
所
を
選
ば
な
い

「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
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TKCオンデマンド研修配信一覧（令和2年4月15日現在)

※1　当欄○印は、「TKCオンデマンド研修サービス見放題プラン」の対象です（月額税込み2,200円）。
※2　生涯研修受講時間への算入は、配信期間中1回限りです。 
※3　研究会会員料金は、「オンデマンド研修サービス」でご確認ください。

視聴
対象 研修会名 見放題

プラン※1
生涯研修
算入時間※2

料金
（税込み） 終了日

全会員

FX2立ち上げ操作研修 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【FX】支払管理機能立ち上げ操作ビデオ ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【MR】マネジメントレポート設計ツール操作研修 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
TPS1000操作ガイダンス ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【TDS】TKC証憑ストレージサービス（TDS） 解説動画 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【PX】PXまいポータル解説動画 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【PX】報酬等の支払先のマイナンバーWeb収集機能解説動画 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【PX】PX法定調書作成システム立ち上げ操作研修 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【TPS9000/PX】TPS9000からPX2への移行処理研修 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
【PX】PX2立ち上げ操作研修 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
「玉手箱の有効活用術」 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
令和元年度 法人電子申告システム(ASP1000R) 集中研修会 ◯ ─ ¥3,300 R2.8.31
平成30年度 連結納税システム(eConsoliTax) 集中研修会 ◯ ─ ¥3,300 R2.8.31
平成30年度 税効果会計システム(eTaxEffect) 集中研修会 ◯ ─ ¥5,500 R2.8.31
ASP1000Rシステム・コンサルティング　業務説明会 ◯ ─ ¥0 R2.8.1
TKC税務申請・届出クラウドの「操作説明のポイント」 ◯ ─ ¥0 R2.5.29
■再配信　固定資産管理システム(FAManager)読込・入力結果検証研修会 ◯ ─ ¥3,300 R2.8.31
■再配信　固定資産管理システム(FAManager)操作研修会 ◯ ─ ¥3,300 R2.8.31
TKC全国会資産対策研究会主催「令和元年秋期特別研修会」 3.5 ￥11,000※3 R2.6.30
【医会研】TKC医業経営指標（M-BAST） 【医業賃金統計編】の活用法 0.5 ¥0 R3.2.28
【医会研】経営力向上計画にかかる認定申請書の記載事例 1.5 ￥5,500※3 R3.2.28
【医会研】ドクターのライフプラン策定における具体的な支援サービス 1.5 ¥0 R3.2.28
【医会研】医療機関における改正消費税への対応をテーマとした特別研修会 4.0 ¥13,200 R2.9.30
【特別研修会】医科・歯科クリニックの事業承継 4.0 ￥13,200※3 R2.9.30
TKC社会福祉法人会計システム「決算業務研修会」 3.5 ¥0 R2.12.31
社会福祉法人の消費税（令和元年消費税改正対応）研修会 3.0 ¥3,300 R2.12.31
理事会・評議員会運営のポイント ─役員（理事・監事）改選にあたって 0.5 ¥0 R2.6.30
TKC公益法人会計システム決算効率化研修会（公益法人会計DB編） 3.0 ¥0 R2.12.31
TKC公益法人会計システム決算効率化研修会（FX4クラウド公益法人会計用編） 3.0 ¥0 R2.12.31
日米国際相続特別研修会 1.5 ￥5,500※3 R2.9.30
海外展開支援基礎研修会 2.0 ￥5,500※3 R2.12.25

資産研 【資産対策】相続対策セミナー用標準レジュメの解説 3.0 ¥0 R2.9.30

医会研
【医会研】医療法人の設立・運営・出口戦略をテーマとした特別研修会 4.0 ¥8,800 R2.9.30
【医会研】介護事業所の新規開設をテーマとした特別研修会 4.0 ¥8,800 R2.9.30
【医会研】平成30年度「入門研修会」 2.0 ¥4,400 R3.5.31

社福研

【TKC社福研会員限定】社会福祉法人会計 決算実務のポイント 1.5 ¥3,300 R2.12.31
【社福研限定】（令和元年）社会福祉法人基礎講座研修会 8.5 ¥5,500 R2.12.31
【社福研限定】会計専門家による支援研修会 ─新しい視点からアプローチする法人指導のポイント─ 2.5 ¥3,300 R2.12.31
【社福研限定】指導監査に対応するための業務改善　vol.2 2.0 ¥3,300 R2.12.31
【社福研限定】2019年度巡回監査スキルアップ研修会 ─保育事業編─ 3.0 ¥3,300 R2.12.31
【社福研限定】2019年度巡回監査スキルアップ研修会 ─老人福祉事業編─ 2.5 ¥3,300 R2.12.31
【社福研限定】2019年度巡回監査スキルアップ研修会 ─障害福祉事業編─ 2.5 ¥3,300 R2.12.31
【社福研】指導監査に対応するための業務改善 2.0 ¥3,300 R2.12.31

中大研 【中大研】大企業に特有な会計・税務 5.5 ¥3,300 R2.12.29
中堅企業のM&Aにおける事業価値評価 2.5 ¥3,300 R2.6.30

海外研

国別法務・会計概要研修（中国編） 1.0 ¥3,300 R2.9.30
インドの会計・税務・移転価格の最新実務 2019 1.5 ¥3,300 R2.9.30
【海外研】国別法務・会計概要研修会（タイ編） 1.5 ¥3,300 R2.9.30
【海外研限定】ベトナム進出時の税務上の留意点 1.5 ¥3,300 R2.9.30
■再配信　OBMシステムコンサル就任必須研修会 3.0 ¥3,300 R2.9.30

24



TKC 2020・5

TKCオンデマンド研修配信一覧（令和2年4月15日現在)

視聴
対象 研修会名 見放題

プラン※1
生涯研修
算入時間※2

料金
（税込み） 終了日

全会員

新型コロナウイルス緊急資金繰り対策研修　資金繰り支援編（仮題） ◯ 未定 未定 未定
新型コロナウイルス緊急資金繰り対策研修　税制措置編（仮題） ◯ 未定 未定 未定
新型コロナウイルス緊急資金繰り対策研修　雇用調整助成金編（仮題） ◯ 未定 未定 未定
第136回TKC全国会理事会 ─会長講演─ ◯ 1.0 ¥0 R2.5.31
第136回TKC全国会理事会 ─正副会長会からの報告─ ◯ 0.5 ¥0 R2.5.31
令和2年度「税制改正研修会」 ◯ 2.0 ¥1,100 R2.6.30
初めての書面添付研修【理念編・実践編】 ◯ 1.5 ¥0 R2.6.30
ITを活用した巡回監査体制の作り方 ◯ 2.5 ¥0 R2.6.30
IT時代の自計化を前提とした巡回監査 ◯ 2.5 ¥0 R2.6.30
現場力養成講座「巡回監査　科目別監査のポイント」 ◯ 5.5 ¥550 R2.6.30
リスクマネジメント（事業継続マネジメントシステム（BCMS）構築支援のノウハウ） ◯ 0.5 ¥0 R2.6.30
『初期指導』 〜『初期指導チェックシート』活用法〜 ◯ 3.0 ¥0 R2.6.30
会計を経営に活かすための経理業務のポイント ◯ 1.0 ¥0 R2.12.31
◆生涯研修　「法律実務」 ◯ 6.0 ¥3,300 R2.12.31
◆生涯研修　「租税法」 ◯ 5.0 ¥3,300 R2.12.31
◆生涯研修　「企業会計」 ◯ 6.0 ¥3,300 R2.12.31
◆生涯研修　「職業倫理・巡回監査」 ◯ 2.0 ¥1,650 R2.12.31
■配信延長　「これでわかる! 自社株評価と対策のポイント」 ◯ 2.0 ¥5,500 R3.3.31
■配信延長　「Q&A特例事業承継税制」（増補改訂版）実務上の留意点 ◯ 1.5 ¥0 R3.3.31
【TPS8000】令和元年度税務情報システム研修会（相続税・財産評価編） ◯ 6.0 ¥3,300 R2.7.31
【TPS1000】令和元年度税務情報システム研修会（法人税・消費税編） ◯ 6.0 ¥3,300 R2.5.31
【e21】e21まいスター立ち上げ操作研修 ◯ 2.0 ¥0 R2.12.31
eCA-DRIVER［2020年02月版］ レベルアップ研修会【第2部】 ◯ 2.0 ¥2,200 R2.5.31
固定資産管理システムFAManager ［2020年01月版］レベルアップ研修会 ◯ 1.0 ¥3,300 R3.1.31
令和元年度ASP1000R・eConsoliTaxレベルアップ研修会(2回目） ◯ 4.0 ¥3,300 R2.6.30
■再配信　TKC固定資産管理システムFAManager［2019年7月版］レベルアップ研修会 ◯ 1.0 ¥3,300 R2.7.31
■再配信　【eCA-DRIVER】システム・コンサルタント集中研修会（連結CF編） ◯ 3.0 ¥3,300 R2.8.31
■再配信　【eCA-DRIVER】システム・コンサルタント集中研修会（連結WS編） ◯ 3.0 ¥3,300 R2.8.31
【初級編】税法の基礎知識  所得税法 ◯ ─ ¥550 R3.3.31
【初級編】税法の基礎知識  法人税法 ◯ ─ ¥550 R3.3.31
【初級編】税法の基礎知識  消費税法 ◯ ─ ¥550 R3.3.31
【初級編】税法の基礎知識  相続税・贈与税・その他の税 ◯ ─ ¥550 R3.3.31
初級職員・巡回監査士補編 ─職業会計人の基礎知識─ ◯ ─ ¥550 R3.3.31
初級職員・巡回監査士補編 ─法令等を理解するための基礎知識─ ◯ ─ ¥550 R3.3.31
初級職員・巡回監査士補編 ─巡回監査の基礎知識─ ◯ ─ ¥550 R3.3.31
初級職員・巡回監査士補編 ─TKC財務会計システムの基礎知識─ ◯ ─ ¥550 R3.3.31
初級職員・巡回監査士補編 ─書面添付の基礎知識─、─会計事務所をとりまく法律の基礎知識─ ◯ ─ ¥550 R3.3.31
初級職員研修 ─会計（制度会計と会計業務）の基礎知識─ ◯ ─ ¥550 R3.3.31
─巡回監査士補編─ 【実務に役立つ所得税法】 ◯ ─ ¥3,300 R2.6.30
─巡回監査士補編─ 【実務に役立つ法人税法】 ◯ ─ ¥3,300 R2.6.30
─巡回監査士補編─ 【実務に役立つ消費税法】 ◯ ─ ¥2,750 R2.6.30
─巡回監査士補編─ 【実務に役立つ相続税法】 ◯ ─ ¥2,750 R2.6.30
実務に役立つ経営助言の基礎知識　【巡回監査士編・巡回監査士補編】 ◯ ─ ¥1,100 R2.6.30
【巡回監査士編】会計実務の基礎 ◯ ─ ¥550 R2.6.30
巡回監査士補編 ─会計実務の基礎─ ◯ ─ ¥550 R2.6.30
「TKCシステムで決算書・申告書ができるまで」 〜一気通貫の仕組みが信頼性を高める〜 ◯ ─ ¥0 R3.1.31
関与先拡大事例集2020 ◯ ─ ¥0 R2.12.24
TKCシステムを活用した会計事務所の生産性革命 ─進化する巡回監査─ ◯ ─ ¥0 R2.12.31
《リニューアル》TKCモニタリング情報サービス解説動画 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
銀行信販データ受信機能解説動画 ◯ ─ ¥0 R2.12.31
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会
計
事
務
所
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
売
上
減
少
・
資
金
難
と
な
っ
た
関
与
先
を

支
援
で
き
る
よ
う
に
、
資
金
調
達
に
繋
が
る
情
報
の

一
覧
を
O
M
S
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
業
務
日
報
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
、
チ
ャ
ッ
ト
を

手
軽
に
利
用
で
き
る
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
向
け
ア
プ

リ
「
O
M
S
」
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク

等
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

1
．
緊
急
支
援
関
与
先
チ
ェ
ッ
ク
機
能

⑴
財
務
マ
ス
タ
ー
（
F
X
4
ク
ラ
ウ
ド
等
の
ク
ラ
ウ

ド
シ
ス
テ
ム
も
含
み
ま
す
）
を
保
有
す
る
関
与
先

を
一
覧
表
示
し
ま
す
。

⑵
最
終
処
理
年
月
（
月
次
更
新
年
月
）
時
点
の
月
間

売
上
高
及
び
前
年
同
月
比
を
表
示
し
ま
す
。
特
別

融
資
の
適
用
対
象
に
最
近
一
か
月
の
売
上
減
少
が

条
件
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
す
の
で
、
項
目
名
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
売
上
減
少

率
の
高
い
関
与
先
か
ら
資
金
調
達
の
手
段
を
検
討

で
き
ま
す
。

⑶
「
大
同
生
命
保
険
契
約
者
貸
付
」
欄
で

は
、
契
約
者
貸
付
制
度
が
含
ま
れ
て
い

る
保
険
種
類
の
契
約
有
無
を
表
示
し
ま

す
。
契
約
状
況
に
よ
り
、
解
約
返
戻
金

の
所
定
の
範
囲
内
で
の
現
金
貸
付
、
ス

イ
ッ
チ
に
よ
る
保
険
料
負
担
の
軽
減
・

解
約
返
戻
金
の
受
取
な
ど
、
様
々
な
手

段
を
検
討
で
き
ま
す
。
な
お
、
契
約
有

無
を
表
示
す
る
際
に
は
代
理
店
コ
ー
ド

の
入
力
が
必
要
で
す
。

⑷
「
三
共
済
の
加
入
経
過
月
数
」
欄
で
は
、

各
共
済
制
度
の
加
入
有
無
及
び
契
約
日

か
ら
の
経
過
月
数
を
確
認
で
き
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
や
中
小
企
業
倒
産
防

止
共
済
に
は
、
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
掛
金
減
額
や
解
約
と
併
せ
て
検

討
で
き
ま
す
。

⑸
日
本
政
策
金
融
公
庫
や
商
工
中
金
な
ど

の
各
種
特
別
貸
付
制
度
は
、
適
用
対
象

と
な
る
条
件
を
判
定
し
、
適
用
で
き
る

TKCからのインフォメーション

関
与
先
支
援
と
事
務
所
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
O
M
S
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

～
緊
急
支
援
関
与
先
チ
ェ
ッ
ク
機
能
、ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
向
け
ア
プ
リ「
O
M
S
」の
ご
紹
介
～

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
】

■「緊急支援関与先チェック」機能画面
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ＴＫＣからのインフォメーション

可
能
性
が
あ
る
関
与
先
を
抽
出
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
今
後
適
用
対
象
の
条
件
が
変
更
さ
れ
た
場
合

に
も
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

2
．
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
向
け
ア
プ
リ
O
M
S

⑴
ス
キ
マ
時
間
の
有
効
活
用

　

ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
向
け
ア
プ
リ
の
た
め
、
パ
ソ

コ
ン
を
開
く
必
要
が
な
く
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出

し
て
す
ぐ
O
M
S
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

ま
た
、
出
先
で
の
ス
キ
マ
時
間
に
業
務
日
報
の
承
認

や
、
職
員
の
予
定
を
把
握
で
き
ま
す
。

⑵
報
連
相
を
促
進

　

巡
回
監
査
な
ど
で
席
を
外
す
こ
と
が
多
い
、
事
務

所
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
た
、
な
ど
の
場
合
、
職

員
様
と
の
対
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
少

す
る
た
め
、
業
務
に
支
障
を
来
す
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
所
内
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
T
K
C
チ
ャ
ッ
ト
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
所
内
の
報
告
・
連
絡
・
相
談
を
支
援
し

ま
す
。

⑶
所
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
集
約

　

一
つ
の
ア
プ
リ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

の
ツ
ー
ル
を
集
約
し
て
お
り
、
簡
単
に
切
り
替
え
ら

れ
ま
す
。
た
と
え
ば
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
で
職
員
の
予
定

を
確
認
中
に
詳
細
を
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
チ

ャ
ッ
ト
で
質
問
や
連
絡
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
承
認

中
の
業
務
日
報
に
所
内
で
共
有
し
た
い
内
容
が
あ
る

と
き
に
も
、
チ
ャ
ッ
ト
に
切
り
替
え
て
情
報
共
有
で

き
ま
す
。

⑷
万
全
な
情
報
漏
え
い
対
策

　

情
報
漏
え
い
の
原
因
と
し
て
、
公
共
の

場
で
の
端
末
の
置
き
忘
れ
、
退
職
職
員
の

端
末
か
ら
の
漏
え
い
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
の
ア
プ
リ
で
や
り
と
り
し
た
デ
ー
タ
は
、

端
末
に
一
切
残
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
た
め
安
全
で
す
。

　

ま
た
、
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
端
末
を
所

長
が
O
M
S
で
管
理
で
き
、
利
用
停
止
処

理
を
し
た
端
末
か
ら
の
O
M
S
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
停
止
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
仕
組

み
に
よ
り
守
秘
義
務
（
税
理
士
法
38
条
）

の
履
行
を
支
援
し
ま
す
。

⑸
利
用
料
金
の
実
質
無
料
化

　

こ
れ
ま
で
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
利
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
、
T
K
C

チ
ャ
ッ
ト
）
で
は
、
利
用
し
た
ユ
ー
ザ

I
D
数
に
応
じ
て
T
I
S
C
利
用
料
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
料
金
体
系

を
廃
止
し
ま
し
た
。
令
和
2
年
4
月
か
ら
、

T
I
S
C
容
量
の
空
き
領
域
に
各
サ
ー
ビ

ス
の
デ
ー
タ
量
を
当
て
る
こ
と
で
、
実
質

無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
会
員
事
務
所
様
が
、
ま
ず
は
気
軽
に
利

用
さ
れ
、
効
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
会
計
事
務
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

■

■OMSスマートデバイス向けアプリのイメージ
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過
去
に
例
を
見
な
い
大
惨
事
と
な
り
つ
つ
あ
る
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
。
巷
に
は
「
対
応
の
し
よ
う
が
な

い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
が
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
な
が
ら
前
を
向
け
ば
き
っ
と
突
破
口
が
見
え
て
く

る
と
信
じ
た
い
。
中
小
企
業
生
き
残
り
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
克
つ

『戦略経営者』2020年5月号より
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「
必
ず
復
活
し
ま
す
。
七
転
び
八
起
き

で
す
よ
」

　

こ
う
力
強
く
語
る
の
は
、
海
鮮
居
酒

屋
を
首
都
圏
に
６
店
舗
展
開
す
る
Ｆ
Ｇ

Ｈ
商
事
の
山
田
太
郎
社
長
（
仮
名
）。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
発
令
で
、
取
材
の
数
日
前
か
ら
全
店

の
営
業
を
停
止
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
そ
の
不
屈
の
経
営
者
ス
ピ
リ
ッ
ト

の
時
で
あ
る
。
し
か
し
、
独
立
心
旺
盛

だ
っ
た
山
田
社
長
は
、
仕
入
れ
か
ら
店

舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
膳
立
て
を

し
て
く
れ
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
と
し

て
の
出
店
を
潔
し
と
せ
ず
、
２
年
後
に

独
自
ブ
ラ
ン
ド
で
居
酒
屋
を
オ
ー
プ
ン
。

２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
多
店
舗
化
を

加
速
さ
せ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
２
０
０

６
年
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
惣
菜
店
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店

を
開
業
。
新
た
な
業
態
へ
多
角
化
し
て

い
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
事
業
を
拡
大
す
る
資
金

の
ほ
と
ん
ど
を
借
り
入
れ
で
ま
か
な
っ

て
い
た
た
め
、
一
時
は
有
利
子
負
債
が

２
億
円
強
に
膨
れ
上
が
る
。
そ
ん
な
時
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
勃
発
。
法
人
の

宴
会
需
要
が
激
減
す
る
な
ど
、
急
転
直

下
、
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
。

　

山
田
社
長
は
言
う
。

　
「
そ
の
時
に
気
づ
き
ま
し
た
。
わ
れ
わ

れ
が
生
き
残
る
に
は
大
手
Ｆ
Ｃ
の
よ
う

な
総
合
居
酒
屋
で
は
な
く
、〝
専
門
居

酒
屋
〟
で
な
い
と
ダ
メ
だ
と
…
…
」

　

山
田
社
長
が
目
指
し
た
〝
専
門
化
〟

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
産
直
鮮
魚
と
新
鮮

野
菜
の
上
質
居
酒
屋
」。
社
長
自
ら
全

国
の
漁
港
を
訪
問
。
イ
カ
、
ウ
ニ
、
タ

イ
、
ホ
タ
テ
、
キ
ン
メ
ダ
イ
、
サ
バ
な

ど
、
多
彩
な
魚
介
類
を
函
館
か
ら
土
佐

清
水
ま
で
全
国
か
ら
仕
入
れ
る
ル
ー
ト

を
確
立
し
て
い
く
。

　

と
は
い
え
、
店
舗
コ
ン
セ
プ
ト
を
変

え
る
に
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
改
装
に

も
閉
店
に
も
資
金
が
必
要
だ
。

　

顧
問
の
西
川
豪
康
税
理
士
は
言
う
。

　
「
当
時
、
社
長
か
ら
業
態
転
換
の
意
向

を
お
聞
き
し
、
当
事
務
所
で
中
期
経
営

計
画
の
策
定
を
支
援
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
取
引
銀
行
に
は
借
入
金
返
済
の
リ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
を
お
願
い
し
た
上

で
、
本
業
へ
の
一
本
化
を
進
め
ま
し
た
。

山
田
社
長
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

重
視
し
な
が
ら
着
実
に
利
益
を
上
げ
て

い
く
方
向
へ
と
舵
を
切
り
、
既
存
店
舗

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ま
れ
た
の

で
す
」

　

Ｆ
Ｇ
Ｈ
商
事
の
決
算
は
そ
も
そ
も
が

ガ
ラ
ス
張
り
だ
っ
た
と
い
う
。
山
田
社

2020年4月15日現在

□対象者　
新型コロナウイルス感染症の影響により直近 1カ月の売上高が
前年または前々年の同期比 5%以上減少している中小事業者等
□資金使途　
設備・運転資金
□適用利率　
詳細は日本政策金融公庫のHPを参照
□貸出期間　
設備20年以内　運転15年以内 いずれも据置は5年以内
□貸出限度　
6000万円（別枠）

　新型コロナウイルス感染症特別貸付
日本政策金融公庫

　THE STRATEGIC MANAGER 2020.5

未
曽
有
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
独
立
系
居
酒
屋
の
奮
闘

は
健
在
。
営
業
停
止
の
当
日
に
は
全
社

員
を
集
め
「
会
社
は
大
丈
夫
だ
か
ら
安

心
す
る
よ
う
に
。
今
は
力
を
蓄
え
る
チ

ャ
ン
ス
」
と
訴
え
た
と
い
う
。

「
い
か
に
し
て
会
社
を
守
る
か
」

　

創
業
は
１
９
９
０
年
代
初
頭
。
大
手

居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ

ー
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
21
歳

◎
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト　
Ｆ
Ｇ
Ｈ
商
事（
仮
名
）　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ1

●

経
営
を
支
え
る
資
金
繰
り
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長
の
接
待
交
際
費
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
。
毎
年

の
株
主
総
会
、
そ
し
て
決
算
報
告
会
、

事
業
計
画
発
表
会
も
行
っ
て
き
た
。
電

子
申
告
し
た
決
算
書
の
デ
ー
タ
を
そ
の

ま
ま
取
引
金
融
機
関
に
オ
ン
ラ
イ
ン
送

付
す
る
Ｔ
Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ

ー
ビ
ス
を
い
ち
早
く
導
入
し
た
の
も
、

そ
の
一
環
だ
。

　

公
私
混
同
を
嫌
う
山
田
社
長
の
公
明

正
大
さ
は
、
当
然
、
従
業
員
に
も
伝
わ

り
、
全
社
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
向

け
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
素
地
が
あ
る

だ
け
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
〝
転

換
〟
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
の
だ
ろ
う

と
西
川
税
理
士
は
言
う
。

　
「
い
か
に
利
益
を
出
し
て
会
社
を
守
っ

て
い
く
か
に
意
識
を
集
中
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

店
舗
の
名
前
を
新
た
に
し
、
地
元
の

千
葉
県
だ
け
で
は
な
く
、
２
０
１
３
年

に
は
東
京
都
心
部
に
も
進
出
。
現
在
は

６
店
舗
を
展
開
し
、
年
商
は
６
億
円
前

後
。
安
定
し
た
利
益
体
質
を
維
持
し
て

い
る
。
す
く
な
く
と
も
今
年
の
1
月
ま

で
は
…
…
。

「
何
か
が
お
か
し
い
ぞ
…
…
」

　
「
何
か
が
お
か
し
い
ぞ
」
と
山
田
社
長

が
感
じ
始
め
た
の
が
2
月
10
日
前
後
。

東
京
の
店
舗
で
の
法
人
需
要
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
出
始
め
た
の
だ
。

週
を
ま
た
ぐ
と
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
セ
ル

が
増
え
た
。
2
月
27
日
、
学
校
の
一
斉
休

校
を
安
倍
首
相
が
要
請
し
て
か
ら
一
気

に
客
足
が
衰
え
る
。
新
た
な
予
約
も
一

般
の
来
店
客
も
順
次
減
少
し
て
い
っ
た
。

　

3
月
に
入
っ
て
13
日
の
金
曜
日
。
西

川
会
計
の
小
曽
根
法
子
さ
ん
と
繁
田
昌

希
さ
ん
が
、
Ｆ
Ｇ
Ｈ
商
事
に
巡
回
監
査

に
訪
れ
た
。

　

監
査
を
終
え
た
後
、
小
曽
根
さ
ん
は

山
田
社
長
に
「
こ
の
後
、
ご
用
事
は
あ

り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
。

　
「
唐
突
だ
っ
た
の
で
、
と
ま
ど
い
ま
し

た
が
、〝
用
事
が
な
け
れ
ば
今
後
の
資

金
繰
り
の
相
談
に
日
本
政
策
金
融
公
庫

（
日
本
公
庫
）
へ
行
き
ま
し
ょ
う
〟
と

言
わ
れ
た
の
で
。〝
分
か
り
ま
し
た
〟

と
応
え
て
、
何
も
持
た
ず
に
手
ぶ
ら
の

状
態
で
出
か
け
ま
し
た
。
何
し
ろ
私
は

小
曽
根
さ
ん
を
〝
お
母
さ
ん
〟
と
呼
ん

で
信
頼
し
て
い
ま
し
た
か
ら（
笑
）」（
山

田
社
長
）

　

訪
れ
た
の
は
東
京
・
千
住
支
店
。
日

本
公
庫
に
は
「
中
小
企
業
事
業
」「
国

民
生
活
事
業
」
と
二
つ
の
窓
口
が
あ
り
、

Ｆ
Ｇ
Ｈ
商
事
の
事
業
規
模
か
ら
前
者
に

対
応
し
て
い
る
千
住
支
店
を
選
択
し
た

の
だ
。
し
か
し
、
千
住
支
店
の
担
当
者

か
ら
過
去
に
取
引
実
績
の
あ
る
地
元
千

葉
県
の
松
戸
支
店
の
国
民
生
活
事
業

に
申
請
し
た
方
が
早
い
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
う
。
結
果
的
に
こ
れ
が
良
か

っ
た
。

　

と
に
か
く
着
手
が
早
か
っ
た
。
日
本

公
庫
に
中
小
事
業
者
が
殺
到
す
る
寸

前
だ
っ
た
た
め
に
、
い
ず
れ
の
担
当
者

も
親
身
に
相
談
に
乗
る
余
裕
が
あ
っ
た
。

小
曽
根
さ
ん
は
「
山
田
社
長
の
す
ご
い

と
こ
ろ
は
決
断
力
で
す
。
迅
速
か
つ
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

柔
軟
な
ん
で
す
ね
」
と
い
う
。

　

資
料
を
も
ら
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に

提
出
資
料
に
書
き
込
ん
で
郵
送
。
25
日

の
面
談
に
こ
ぎ
つ
け
る
。
再
び
、
小
曽

根
さ
ん
の
話
。

　
「
こ
ち
ら
の
要
望
は
、
３
０
０
０
万
円
。

公
表
さ
れ
た
ば
か
り
の
〝
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別
貸
付
〟（
Ｐ
29

図
表
参
照
）
を
利
用
す
れ
ば
い
け
る
か

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
窓

口
の
方
に
は
１
０
０
０
万
円
（
返
済
期

間
５
年
）
が
や
っ
と
だ
と
…
…
」

　

そ
こ
で
小
曽
根
さ
ん
は
、
持
参
し
て

い
た
Ｐ
Ｃ
で
会
計
ソ
フ
ト
『
Ｆ
Ｘ
２
』

を
開
き
、
3
月
の
最
新
の
数
字
を
呼
び

出
し
た
。
こ
の
貸
付
制
度
は
、
直
近
の

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
克
つ

◎
特
集

閑散とした繁華街
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話
し
合
い
を
日
常
的
に
行
い
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
指
示
が
出
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

こ
の
1
カ
月
は
「
た
だ
の
休
み
で
は
な

い
」
と
の
共
通
認
識
の
も
と
、
そ
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
の
指
導
も
行
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
山
田
社
長
の
話
。

　
「
今
回
の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
マ
イ
ナ

ス
面
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま

ざ
ま
な
業
務
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
板
前
が
料

理
を
運
ん
だ
り
、
フ
ロ
ア
の
人
間
が
調

理
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

よ
り
少
な
い
人
数
で
店
舗
を
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る

い
は
、
大
掃
除
を
す
る
良
い
機
会
だ
と

と
ら
え
て
も
い
ま
す
」

　

西
川
税
理
士
は
言
う
。

　
「
山
田
社
長
は
経
験
豊
富
な
経
営
者
で

す
。
い
か
に
少
な
い
資
金
で
再
建
を
行

う
か
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
実
践

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
し
、
そ
う
い
う
社

風
を
築
き
上
げ
て
も
こ
ら
れ
ま
し
た
。

楽
観
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
丈
夫
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
」

　

巷
で
は
〝
あ
き
ら
め
倒
産
〟
と
い
う

言
葉
が
し
き
り
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。

が
、
山
田
社
長
は
今
も
未
来
も
「
あ
き

ら
め
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
」
と

い
う
。

売
り
上
げ
デ
ー
タ
が
前
年
あ
る
い
は

前
々
年
に
比
べ
て
５
％
落
ち
込
ん
で
い

る
こ
と
が
条
件
。
２
人
は
す
で
に
2
月

末
の
売
上
高
の
前
年
比
較
の
グ
ラ
フ
を

印
刷
し
提
出
し
て
い
た
が
、
話
の
中
で

山
田
社
長
が
「
3
月
に
入
っ
て
宴
会
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
い
て
い
る
」
と
発
言

し
た
の
を
契
機
に
、
小
曽
根
さ
ん
が
今

日
ま
で
の
売
上
速
報
の
画
面
を
呼
び
出

し
、
前
年
実
績
と
の
乖
離
を
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
示
し
た
の
だ
。

　
「
グ
ラ
フ
な
の
で
大
き
く
乖
離
し
て
い

る
こ
と
が
明
確
に
ご
理
解
い
た
だ
け
ま

し
た
」（
小
曽
根
さ
ん
）

　

さ
ら
に
、
担
当
者
に
「
2
月
末
の
各

店
舗
別
の
業
績
は
あ
り
ま
す
か
」
と
聞

か
れ
た
の
で
、
そ
れ
も
即
座
に
「
部
門

別
損
益
比
較
表
」
を
画
面
に
呼
び
出

し
、
山
田
社
長
が
詳
細
を
説
明
し
た
。

　

小
曽
根
さ
ん
は
言
う
。

　
「
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
禍
に
関
係
な
く
売

り
上
げ
が
落
ち
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
ど
れ
だ
け
か
、
再

生
の
目
は
あ
る
の
か
、
な
ど
と
非
常
に

突
っ
込
ま
れ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。『
Ｆ
Ｘ

２
』
で
日
々
の
売
り
上
げ
を
即
座
に
集

計
・
把
握
す
る
体
制
を
整
え
て
き
た
か

ら
こ
そ
、
素
早
く
応
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
担
当
者
は
「
こ
ん
な
に
す
ぐ
に

直
近
の
デ
ー
タ
が
出
て
く
る
な
ん
て
す

ご
い
」
と
驚
く
と
と
も
に
「
会
計
事
務

所
が
こ
こ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
例

は
な
か
な
か
な
い
」
と
感
嘆
。
コ
ロ
ナ

禍
は
状
況
の
変
化
が
極
め
て
速
い
の
で
、

前
月
ど
こ
ろ
か
当
月
の
落
ち
込
み
を
証

明
で
き
る
か
が
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
自
計

化
（
会
計
ソ
フ
ト
で
自
社
の
業
績
把
握

を
行
う
こ
と
）
を
行
い
、
部
門
別
に
緻

密
な
計
数
管
理
を
実
践
し
て
き
た
こ
と

が
、
こ
の
結
果
に
結
び
つ
い
た
最
大
の

要
因
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
4
月
3
日
、
満
額
の
３
０

０
０
万
円
（
返
済
期
間
10
年
）
が
入
金

さ
れ
た
。

「
あ
き
ら
め
る
つ
も
り
は
な
い
」

　
「
３
０
０
０
万
円
で
十
分
だ
と
は
思
い

ま
せ
ん
が
、
一
息
つ
い
た
こ
と
は
確
か

で
す
。
緊
急
事
態
宣
言
は
と
り
あ
え
ず

5
月
6
日
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
後
の
店
舗
の
再
開
準

備
を
万
全
に
す
る
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」（
山
田
社
長
）

　

Ｆ
Ｇ
Ｈ
商
事
で
は
、
５
月
8
日
の
金

曜
日
か
ら
の
再
開
を
想
定
。
6
日
に
社

員
が
集
ま
り
大
掃
除
。
ま
ず
は
東
京
の

店
舗
の
ラ
ン
チ
営
業
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
。

　

肝
心
の
従
業
員
は
ど
う
か
。
現
在
は
、

自
宅
待
機
が
続
い
て
い
る
が
、
雇
用
調

整
助
成
金
な
ど
の

公
的
支
援
を
受
け
な

が
ら
賃
金
は
で
き
る

限
り
維
持
す
る
予
定
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

『
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
』
を
利
用

し
て
、「
全
社
」「
店

長
」「
店
舗
」
な
ど

各
グ
ル
ー
プ
内
で
の

手前は繁田昌希氏（西川会計）

　　　　 小曽根法子さんと西川豪康税理士

税理士法人西川会計
代表　西川豪康
東京都北区赤羽南2-4-15
ＵＲＬ　http://www.nishikawa-kaikei.co.jp/
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コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
克
つ

◎
特
集

　

広
告
代
理
店
で
映
像
や
音
楽
な
ど

の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
岩
山
雅
洋
氏

は
、
１
９
８
０
年
代
も
終
わ
ろ
う
と
す

る
こ
ろ
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
扱
う
部
署
に
異

動
と
な
り
経
験
の
な
か
っ
た
物
販
分
野

へ
進
む
。
次
第
に
そ
の
魅
力
に
取
り
つ

か
れ
、
ほ
ど
な
く
革
製
品
へ
と
行
き
つ

い
た
。
そ
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
と
は
ま

る
う
ち
に
、
独
立
の
意
欲
が
沸
き
上
が

り
、
１
９
９
９
年
6
月
、
ブ
リ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
を
創
業
す
る
こ
と
に
な
る
。
扱
い
商

品
は
革
製
の
手
帳
、
財
布
、
バ
ッ
ク
、
靴

な
ど
。
企
画
か
ら
製
造
、
卸
売
り
ま
で
一

貫
し
て
手
掛
け
る
フ
ァ
ブ
レ
ス
メ
ー
カ

ー
だ
。
そ
の
商
品
力
が
認
め
ら
れ
、
大

手
百
貨
店
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

や
著
名
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
も
手
掛
け

て
き
た
。
納
入
先
は
東
急
ハ
ン
ズ
、
ロ
フ

ト
、
三
越
伊
勢
丹
、
西
武
そ
ご
う
、
丸

善
な
ど
超
一
流
小
売
チ
ェ
ー
ン
ば
か
り
。

　

自
社
商
品
の
特
徴
を
岩
山
社
長
に

説
明
し
て
も
ら
お
う
。

　
「
当
社
で
は
馬
の
お
尻
の
部
分
の
革
を

使
用
し
た
〝
コ
ー
ド
バ
ン
〟
と
い
う
製

品
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ド
バ
ン
は

牛
革
に
比
べ
て
き
め
が
細
か
く
強
度
が

あ
る
。
原
産
国
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
北
フ

ラ
ン
ス
等
）
か
ら
の
材
料
輸
入
を
扱
う

商
社
は
2
社
ほ
ど
し
か
な
い
の
で
す
が
、

当
社
は
そ
の
う
ち
の
１
社
と
ダ
イ
レ
ク

ト
に
取
引
を
し
て
い
る
の
で
、
安
定
し

た
仕
入
れ
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

価
格
は
牛
革
よ
り
も
相
対
的
に
高
い

が
、
フ
ァ
ン
も
多
く
、
主
に
30
〜
40
代

の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
層
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
に
人
気
が
あ
る
と
い
う
。

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
ひ
っ
迫
感

　

し
か
し
、
数
年
前
か
ら
次
第
に
逆
風

が
吹
き
始
め
る
。
手
掛
け
て
い
た
大
手

百
貨
店
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
が

縮
小
さ
れ
た
か
と
思
う
と
、
昨
秋
の
千

葉
県
の
台
風
被
害
で
取
引
店
舗
が
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
10
月
か
ら
は
消
費

税
が
ア
ッ
プ
。
今
年
に
入
っ
て
2
月
後

半
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

〝
自
粛
ム
ー
ド
〟
が
追
い
打
ち
を
か
け

る
。
前
年
に
比
べ
て
売
り
上
げ
が
2
割

程
度
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
「
運
転
資
金
に
や
や
不
安
が
出
て
き
た

の
と
、
今
春
に
リ
ア
ル
店
舗
の
出
店
を

計
画
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
に
ひ
っ
迫
感
が
出
て
き
て

い
ま
し
た
」
と
岩
山
社
長
。
そ
ん
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
一
通
の
メ
ー
ル
が
東
京
Ｇ

Ｏ
Ｄ
Ｏ
会
計
の
鈴
木
克
児
氏
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
。

　
「
日
本
政
策
金
融
公
庫
で
〝
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
貸
付
〟
の
融
資
を
受
け
ら

れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

　

3
月
6
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
日
本
公
庫
の
上
野
支
店
に
す
ぐ
に
電

話
す
る
と
、
手
持
ち
の
経
営
デ
ー
タ
な

ど
の
資
料
を
送
っ
て
く
れ
と
。
で
も
行

っ
た
方
が
早
い
だ
ろ
う
と
3
日
後
に
訪

問
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
貸
付
の
場

合
、
過
去
２
期
分
の
決
算
デ
ー
タ
が
必

要
な
の
で
す
が
、
直
近
の
1
期
分
は
Ｔ

Ｋ
Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス

（
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
を
利
用
し
、
す
で
に
送
っ
て

あ
っ
た
の
で
、
前
々
年
度
の
資
料
を
持

っ
て
相
談
に
う
か
が
い
ま
し
た
」（
岩
山

社
長
）

　

ち
な
み
に
Ｍ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
電
子
申
告

さ
れ
た
申
告
書
と
同
じ
も
の
が
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
金
融
機
関
に
オ
ン
ラ
イ
ン

送
付
さ
れ
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
（
Ｐ
35

図
表
参
照
）。

　

ブ
リ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
数
年
前
に

日
本
公
庫
か
ら
１
５
０
０
万
円
の
借
入

を
し
て
お
り
、
訪
ね
た
の
は
こ
の
取
引

の
際
の
担
当
者
。
一
方
、
鈴
木
氏
は
、

同
支
店
の
Ｔ
Ｋ
Ｃ
案
件
の
担
当
者
に
連

絡
し
、
別
ル
ー
ト
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
。
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
、
ほ
ど
な
く
正
式
な
面

「
緊
急
融
資
」の
迅
速
な
獲
得
に
役
立
っ
た
月
次
決
算
と
業
績
開
示

◎
ブ
リ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

岩山雅洋社長（左）と鈴木克児氏
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談
の
日
取
り
が
記
載
さ
れ
た
封
書
が
送

ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
そ
の
一
週
間
後
、

面
談
が
実
施
さ
れ
融
資
が
事
実
上
決

定
。
既
存
融
資
の
残
高
７
８
０
万
円
を

借
り
換
え
、
さ
ら
に
７
２
０
万
円
の
真

水
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
プ
ラ
ス
。
グ
ロ
ス

で
１
５
０
０
万
円
の
借
り
入
れ
（
1
年

間
の
据
え
置
き
）
と
な
っ
た
。

　
「
入
金
は
3
月
30
日
で
し
た
。
2
月
の

後
半
に
こ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
貸
付
が
発

表
さ
れ
て
、
3
月
9
日
に
相
談
に
う
か

が
っ
た
時
に
は
す
で
に
数
万
件
の
問
い

合
わ
せ
が
来
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
時
間
が
結
構
か
か
る
の
か
な
と
思

っ
て
い
た
ら
、
と
て
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
助
か
り

ま
し
た
」
と
岩
山
社
長
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
業
績
把
握

　

迅
速
な
融
資
に
結
び
つ
い
た
理
由
は
、

ま
ず
、
岩
山
社
長
の
情
報
の
拾
得
が
早

か
っ
た
こ
と
。
東
京
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
会
計
は
、

2
月
早
々
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
資
金

繰
り
の
ひ
っ
迫
を
予
想
し
、
関
与
先
に

緊
急
避
難
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
獲
得
す

る
た
め
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
た
。

ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
1
期
分
の
ブ

リ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
の
決
算
書
が
す
で
に
日

本
公
庫
側
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
後

押
し
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ
は
「
ま
さ
か
の
時

の
資
金
繰
り
」
を
想
定
し
て
、
1
年
半

前
に
導
入
し
て
い
た
も
の
。
そ
し
て
も

う
ひ
と
つ
、
東
京
Ｇ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
会
計
と
協

力
し
合
い
な
が
ら
月
次
巡
回
監
査
と
月

次
決
算
を
愚
直
に
行
っ
て
き
た
と
い
う

事
実
も
大
き
か
っ
た
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
貸
付
に
は
、
も
と
も

と
直
近
の
実
績
が
昨
年
比
で
５
％
減
で

あ
る
こ
と
と
い
う
条
件
が
あ
る
。
今
回

の
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
要
件
緩
和

に
よ
っ
て
「
今
後
の
影
響
が
見
込
ま
れ

る
事
業
者
も
融
資
対
象
」
に
な
っ
て
い

る
が
、
や
は
り
、
し
っ
か
り
と
数
値
が

出
せ
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
業
績
把
握
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
に
公
表
さ
れ

た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特

別
貸
付
」
の
売
上
高
5
％
減
、
特
別
利

子
補
給
制
度
の
要
件
で
あ
る
「
売
上
高

15
％
減
」（
小
規
模
事
業
者
）
と
「
売

上
高
20
％
減
」（
中
小
企
業
者
）
あ
る

い
は
他
の
公
的
支
援
の
要
件
を
ク
リ
ア

す
る
際
に
も
十
分
に
有
効
と
な
る
。

　

要
す
る
に
、
ブ
リ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
は
月

次
決
算
体
制
を
構
築
し
て
い
た
お
か
げ

で
、
な
ん
な
く
「
前
年
比
５
％
減
」
を

証
明
で
き
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

実
は
ブ
リ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
、
昨
年

10
月
の
消
費
税
増
税
の
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ

ソ
ー
バ
ー
と
し
て
の
融
資
枠
を
使
い
、

日
本
公
庫
よ
り
先
に
取
引
民
間
銀
行

か
ら
１
０
０
０
万
円
の
借
り
入
れ
を
立

て
て
い
た
。
こ
れ
は
、
既
述
し
た
よ
う

に
、
東
京
・
大
田
に
『
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｂ
Ａ

Ｎ
Ｄ
』（
ボ
ー
ル
バ
ン
ド
）
と
い
う
リ

ア
ル
の
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
資

金
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
借
り
入

れ
負
担
を
あ
ま
り
増
や
し
た
く
な
い
と

い
う
部
分
も
あ
り
、
日
本
公
庫
で
は
借

り
換
え
と
い
う
手
法
を
使
っ
て
金
利
の

低
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
創
出
に
つ
と
め
た

の
で
あ
る
。
岩
山
社
長
は
言
う
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
、
百
貨
店
な
ど

で
の
販
売
に
限
界
を
感
じ
て
い
て
、
ネ

ッ
ト
と
実
店
舗
に
よ
る
販
売
を
強
化
し
、

徐
々
に
卸
売
り
か
ら
直
販
へ
と
形
態
を

変
化
さ
せ
よ
う
と
動
い
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
方
針
を
さ
ら
に
進
め
、
現

在
の
深
刻
度
を
増
す
状
況
を
な
ん
と
か

切
り
抜
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

❶ 売り上げの主力を占めるシステム手帳 ❷ビジネスシューズやスニーカーなど靴の品ぞろえも幅広い
❸オープン予定の実店舗「BALL ● BAND」❹バックや財布にもファンが多い

❶

❸❹

❷

COMPANY 
DATA

株式会社ブリットハウス
設　立　1999年6月
所在地　東京都台東区寿2-10-15
売上高　1億2000万円
社員数　4名
ＵＲＬ　https://www.brithouse.co.jp/　

東京GODO会計
代表　多勢陽一
東京都江東区亀戸6-2-3
ＵＲＬ　https://www.godo-tax.jp/
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花
谷　
「
対
話
型
当
座
貸
越
」
は
「
Ｔ
Ｋ

Ｃ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｍ

Ｉ
Ｓ
）」（
図
表
３
）
に
よ
っ
て
決
算
書
や

月
次
試
算
表
を
提
出
い
た
だ
く
こ
と
や
、

事
業
年
度
ご
と
に
経
営
者
、
顧
問
税
理

士
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
）、
当
金
庫
の
3
者
面

談
を
行
う
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
「
伴
走
支
援
」
を
体
現
し
た
も
の

と
い
え
ま
す
。
こ
の
商
品
に
よ
っ
て
正

常
運
転
資
金
を
継
続
的
に
ご
融
資
す
る

と
と
も
に
、
早
期
の
経
営
改
善
に
も
効

率
的
に
取
り
組
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
本
業
支
援
を
含
め
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
対
応
が
で
き
る
と
…
…
。

花
谷　

今
回
の
よ
う
な
緊
急
事
態
が
起

き
る
と
目
の
前
の
資
金
繰
り
に
窮
し
て

慌
て
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
当
座
貸

越
の
よ
う
な
短
期
融
資
商
品
を
利
用
し

て
長
短
借
入
の
正
常
な
バ
ラ
ン
ス
を
保

っ
て
い
れ
ば
、
時
間
的
余
裕
が
で
き
る

の
で
落
ち
つ
い
て
対
処
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

良
元　

Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
場
合
、
い
た
だ
い
た

デ
ー
タ
は
当
金
庫
の
財
務
シ
ス
テ
ム
に

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
プ
ロ
セ
ス
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
っ
て
取
り
込

ま
れ
、
翌
営
業
日
に
は
財
務
デ
ー
タ
そ

─
─
3
月
19
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
危
機
対
応
業
務

を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
状
況
は
？

花
谷　

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
が
明
確
に
な

っ
た
2
月
中
旬
か
ら
緊
急
融
資
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
危
機
対
応
業
務
を

ス
タ
ー
ト
し
た
３
月
19
日
以
降
、
急
激

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
４
月
３
日
現

在
で
６
７
３
９
件
に
上
り
、
新
た
に
公

表
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
特
別
貸
付
」（
図
表
１
参
照
）
に
関

す
る
も
の
が
大
半
で
す
。

─
─
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特

別
貸
付
と
は
？

花
谷　

同
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
直

近
1
カ
月
の
売
上
高
が
前
年
ま
た
は

前
々
年
の
同
期
と
比
較
し
て
５
％
以
上

減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
等
に
行
わ

れ
る
融
資
で
す
。
融
資
限
度
額
は
累
計

20
億
円
、
残
高
3
億
円
以
内
、
貸
付
期

間
は
設
備
資
金
20
年
以
内
、
運
転
資
金

15
年
以
内
、
据
置
期
間
5
年
以
内
と
な

っ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

─
─
実
質
無
利
子
だ
と
か
。

花
谷　

す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

利
子
補
給
と
特
別
利
子
補
給
に
よ
っ
て

実
質
無
利
子
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
特
別
利
子
補
給
は
売
上
減
少

が
前
年
ま
た
は
前
々
年
比
20
％
以
上
減

が
要
件
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
金
額
の

制
限
（
残
高
１
億
円
ま
で
、
期
間
当
面
３

年
間
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

当
金
庫
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

長
短
借
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

─
─
現
在
の
よ
う
な
異
常
事
態
に
は
、

な
お
さ
ら
、
普
段
の
資
金
繰
り
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
き
ま
す
ね
。

花
谷　

は
い
。
普
段
か
ら
、
あ
る
程
度

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

─
─
た
と
え
ば
Ｔ
Ｋ
Ｃ
と
商
工
中
金
の

連
携
に
よ
る
商
品
「
対
話
型
当
座
貸

越
（
無
保
証
）」（
図
表
２
）
な
ど
は
、

そ
の
手
段
に
な
り
得
ま
す
か
。

の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
財
務
分
析
資
料

も
で
き
あ
が
り
、
担
当
者
は
そ
れ
を
当

金
庫
の
シ
ス
テ
ム
上
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
き
わ
め
て

迅
速
に
提
案
活
動
が
行
え
る
の
で
す
。

─
─
年
次
決
算
書
だ
け
で
な
く
、
月
次

試
算
表
の
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
提
出
も
、

「
対
話
型
当
座
貸
越
」
の
融
資
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

花
谷　

は
い
。
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
年
次
決

算
書
は
、
電
子
申
告
さ
れ
た
も
の
と
同

じ
財
務
デ
ー
タ
が
い
た
だ
け
る
の
で
、

非
常
に
信
頼
性
の
高
い
も
の
で
す
。
し

か
し
一
方
で
、
直
近
の
業
績
が
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
本
当
に
機
動
的
な
ご
支
援

当
座
貸
越
に
よ
る〝
余
裕
〟の
創
出
が
緊
急
事
態
に
効
い
て
く
る

花谷智隆氏

2020年4月15日現在

◎
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
本
部
業
務
企
画
部
次
長

花
谷
智
隆
氏
╱
◎
調
査
役

良
元
烈
氏

BANKER′S EYE
●

商工組合中央金庫

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
克
つ

◎
特
集

□対象者　
新型コロナウイルス感染症の影響により直近
1カ月の売上高が前年または前々年の同期比
5%以上減少している中小事業者等
□資金使途　
設備・運転資金
□適用利率　
詳細は商工中金のHPを参照
□貸出期間　
設備20年以内　運転15年以内　いずれも据
置は5年以内
□貸出限度　
元高20億円以内　残高3億円以内

図表1新型コロナウイルス感染症特別貸付
　　　商工組合中央金庫　
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こ
の
商
品
は
、
単
純
に
資
金
需
要
を
支

援
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
お

客
さ
ま
の
企
業
価
値
の
向
上
、
具
体
的

に
は
営
業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
の
ひ
と
つ
で

す
。
そ
れ
が
伴
走
支
援
と
い
う
こ
と
だ

と
理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
平
時
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
危
機
時
に

も
生
か
さ
れ
ま
す
。

─
─
Ｍ
Ｉ
Ｓ
が
経
営
者
と
商
工
中
金
さ

ん
を
結
び
付
け
て
い
る
と
。

花
谷　

当
金
庫
の
な
か
で
は
巡
回
監
査
、

月
次
決
算
、
書
面
添
付
、
経
営
計
画
策

定
と
い
っ
た
Ｔ
Ｋ
Ｃ
方
式
の
会
計
自
体

の
信
頼
性
が
高
い
と
い
う
の
が
基
本
と

し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
経
営
デ

ー
タ
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
い
た
だ
け
る
Ｍ

Ｉ
Ｓ
に
よ
っ
て
融
資
に
ス
ピ
ー
ド
感
が

出
る
と
と
も
に
、
お
客
さ
ま
と
の
対
話

の
深
度
が
深
ま
り
ま
す
。
今
後
は
、
決

算
書
、
試
算
表
だ
け
で
な
く
、
書
面
添

付
の
中
身
や
Ｔ
Ｋ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ
ー

ク
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で
、

き
め
細
か
く
適
切
な
中
小
企
業
支
援

を
行
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
混
乱
す
る
状
況
だ

か
ら
こ
そ
「
雨
の
日
も
傘
を
さ
す
金
融

機
関
」
と
し
て
お
客
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

画
か
ら
試
作
、
製
作
ま
で
一
気
通
貫
で

行
っ
て
い
る
関
西
の
会
社
の
例
が
典
型

的
な
の
で
挙
げ
て
み
ま
す
。
こ
の
会
社

は
業
態
の
性
格
上
、
製
品
が
完
成
し
引

き
渡
す
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
く
、

代
金
の
回
収
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

そ
の
間
の
運
転
資
金
を
約
定
付
き
の
長

期
借
入
金
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
資
金
繰
り
が
忙
し
く
、
加
え

て
、
内
装
工
事
業
へ
も
新
た
に
進
出
し

は
じ
め
た
こ
と
で
、
増
加
運
転
資
金
の

必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
な
か
、
税
務
顧
問
の
Ｔ

Ｋ
Ｃ
会
員
の
先
生
が
、「
対
話
型
当
座

貸
越
」
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

す
。
ま
っ
た
く
の
新
規
の
取
引
先
だ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
税

理
士
先
生
の
信
頼
性
の
高
い
財
務
情
報

の
提
供
も
あ
り
、
き
わ
め
て
短
期
間
で

融
資
を
実
行
し
、
企
業
さ
ま
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

そ
の
税
理
士
先
生
と
の
信
頼
関
係
が
増

し
、
さ
ら
に
新
規
の
お
客
さ
ま
を
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
─
前
向
き
な
融
資
と
い
う
印
象
で
す
。

花
谷　

は
い
。
繰
り
返
す
よ
う
で
す
が
、

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
面
も
あ
り

ま
す
。
変
化
の
大
き
い
時
代
な
の
で
1

年
も
経
過
す
る
と
企
業
の
状
況
は
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
意
味

で
は
、
月
次
試
算
表
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

提
出
い
た
だ
け
る
Ｍ
Ｉ
Ｓ
の
仕
組
み
を

当
金
庫
で
は
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
在
、
当
金
庫
で
は
約
４

５
０
０
社
か
ら
Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ
て
財
務

デ
ー
タ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
約
９
０
０
社
に
は
年
次
決
算
書

と
と
も
に
月
次
試
算
表
も
提
供
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｉ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
「
伴
走
支
援
」

─
─
「
対
話
型
当
座
貸
越
」
に
よ
っ
て
、

ス
ム
ー
ズ
な
融
資
に
結
び
つ
い
た
具
体

的
事
例
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

良
元　

さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
た
と

え
ば
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
（
看
板
）
の
企

図表3　TKCモニタリング情報サービス
良元 烈氏

図表2「対話型当座貸越（無保証）」の概要

★申込法人の条件

★利用期間中の要件

★無担保無保証
※融資を受ける際には、商工中金からの所定の審査が必要

★融資金額
極度1000 〜 3000万円　
ただし、直近決算における平均月商の2カ月分を
上限とする

・各事業年度につき1度、当該企業、TKC会員、
　商工中金の3者が、事業概況・必要金額の見
　通しについて対話（会議）を行うこと
・「TKCモニタリング情報サービス」により
　帳表を提出すること

❶TKC会員となって3年以上経過している会
　員が2年以上巡回監査を実施
❷「TKCモニタリング情報サービス」によって
　以下の帳表を提出
　□決算書等提供サービス
　基本帳表、オプション帳表（中小企業会計
　要領チェックリスト、直近決算期の「◎」　
　が6個以上の記帳適時性証明書、添付書面）
　□月次試算表サービス
　基本帳表（半期ごと以上）
❸直近決算期が経常黒字かつ資産超過、また
　は経営改善計画（『継続MAS』利用）を提出
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税理士新聞　令和2年5月5日号掲載
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当機能は９９％超の銀行（法人口座）に対応しており、２万社を超える利用実績があります。
ＴＫＣでは、当機能についてマネーツリー社と協働で銀行ＡＰＩへの対応を進めており、
すでに以下の金融機関との連携が完了しています。

日々記帳する仕訳のうち、４割は預金取引と言われています。
経理担当者は、「銀行信販データ受信機能」を使うことで、複数の金融機関（銀行や信販会社）からイン
ターネットを利用して取引データを自動受信できます。さらに、その取引データをもとに仕訳ルール
の学習機能を利用して仕訳を“かんたん”に計上できるので、毎日の経理業務が省力化されます。

ワンクリックで複数の金融機関から
取引データを一括で自動受信できます！

◉API連携済み金融機関　※令和2年5月7日時点
　法人口座：常陽銀行ほか15行、243の信用金庫
　個人口座：三菱ＵＦＪ銀行ほか40行、243の信用金庫

ＴＫＣは銀行ＡＰＩへの対応を進めています

企業向けFinTechサービス「銀行信販データ受信機能」

■ＴＫＣの銀行ＡＰＩ対応に関するお問い合わせ先
株式会社ＴＫＣ　ＳＣＧ営業本部
担当：高橋・東城・林 ＴＥＬ：03─3267─0622　　E-Mail：tech.banks@tkc.co.jp

インターネットバンキング
入出金
明細

ONE
CLICK!
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「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
金融機関別 利用申込件数一覧

令和2年5月7日現在

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

金融機関名 本店
所在地 サービス開始日

利用申込件数

決算書等
提供
サービス

月次試算表
提供

サービス

決算書等
提供

サービス

月次試算表
提供

サービス

【政府系金融機関】 【信用金庫】(上位30庫）
1 日本政策金融公庫（国民生活事業） 東 京 都 平成30年10月 29,891 - 1 浜松磐田信用金庫 静 岡 県 平成29年 1月 1,774 418
2 商工組合中央金庫 東 京 都 平成29年 7月 4,746 985 2 多摩信用金庫 東 京 都 平成29年 8月 1,390 172

【都市銀行】 3 京都信用金庫 京 都 府 平成28年11月 1,285 198
1 三菱UFJ銀行 東 京 都 平成29年 2月 4,002 668 4 埼玉縣信用金庫 埼 玉 県 平成30年12月 1,206 142
2 三井住友銀行 東 京 都 平成29年10月 3,477 381 5 しずおか焼津信用金庫 静 岡 県 平成29年 6月 1,047 380
3 りそな銀行 大 阪 府 平成29年10月 1,958 198 6 西武信用金庫 東 京 都 平成28年12月 964 121
4 埼玉りそな銀行 埼 玉 県 平成29年10月 1,570 233 7 大阪シティ信用金庫 大 阪 府 平成30年 5月 905 52
5 みずほ銀行 東 京 都 令和元年 9月 1,483 194 8 京都中央信用金庫 京 都 府 平成29年 1月 897 93

【地方銀行・第二地方銀行】（上位50行） 9 岐阜信用金庫 岐 阜 県 平成28年10月 885 88
1 静岡銀行 静 岡 県 平成29年 3月 3,253 750 10 巣鴨信用金庫 東 京 都 平成29年 5月 879 133
2 北洋銀行 北 海 道 平成29年 1月 2,403 150 11 広島信用金庫 広 島 県 平成30年 6月 871 57
3 中国銀行 岡 山 県 平成28年12月 2,387 275 12 城北信用金庫 東 京 都 平成30年 5月 845 125
4 八十二銀行 長 野 県 平成30年 5月 2,376 335 13 島田掛川信用金庫 静 岡 県 平成30年11月 833 293
5 足利銀行 栃 木 県 平成28年10月 2,240 262 14 横浜信用金庫 神奈川県 平成29年12月 760 41
6 群馬銀行 群 馬 県 平成29年 1月 2,066 228 15 朝日信用金庫 東 京 都 平成28年10月 742 71
7 千葉銀行 千 葉 県 平成29年 2月 1,915 317 16 北海道信用金庫 北 海 道 平成29年 3月 742 34
8 常陽銀行 茨 城 県 平成28年10月 1,912 298 17 東京東信用金庫 東 京 都 平成29年 1月 741 95
9 広島銀行 広 島 県 平成28年11月 1,909 226 18 飯能信用金庫 埼 玉 県 平成29年 6月 726 86
10 北陸銀行 富 山 県 平成29年 4月 1,848 164 19 おかやま信用金庫 岡 山 県 平成29年 9月 706 101
11 栃木銀行 栃 木 県 平成28年10月 1,715 197 20 岡崎信用金庫 愛 知 県 平成28年10月 668 110
12 京都銀行 京 都 府 平成30年 7月 1,613 166 21 帯広信用金庫 北 海 道 平成29年 1月 660 39
13 西日本シティ銀行 福 岡 県 平成29年 5月 1,552 141 22 川崎信用金庫 神奈川県 平成29年11月 623 36
14 鹿児島銀行 鹿児島県 平成29年 7月 1,471 166 23 鹿児島相互信用金庫 鹿児島県 平成30年 9月 587 64
15 武蔵野銀行 埼 玉 県 平成30年 8月 1,378 168 24 青梅信用金庫 東 京 都 平成28年12月 579 53
16 山陰合同銀行 島 根 県 平成28年11月 1,365 171 25 碧海信用金庫 愛 知 県 平成30年 7月 570 92
17 北國銀行 石 川 県 平成28年11月 1,363 184 26 城南信用金庫 東 京 都 平成30年 2月 564 42
18 福岡銀行 福 岡 県 平成29年 3月 1,338 165 27 三島信用金庫 静 岡 県 平成29年 3月 554 96
19 横浜銀行 神奈川県 平成28年12月 1,319 97 28 瀬戸信用金庫 愛 知 県 平成29年 2月 538 58
20 伊予銀行 愛 媛 県 平成28年11月 1,311 112 29 北おおさか信用金庫 大 阪 府 平成31年 1月 534 49
21 十六銀行 岐 阜 県 平成28年12月 1,293 165 30 遠州信用金庫 静 岡 県 平成28年10月 523 164
22 名古屋銀行 愛 知 県 平成31年 2月 1,245 139 上記以外の信用金庫 計 31,581 4,544
23 東邦銀行 福 島 県 平成29年 1月 1,206 127
24 きらぼし銀行 東 京 都 平成29年 7月 1,194 111 【信用組合】(上位5組合）
25 七十七銀行 宮 城 県 令和元年 6月 1,171 219 1 長野県信用組合 長 野 県 平成28年10月 570 189
26 京葉銀行 千 葉 県 平成29年 8月 1,150 162 2 茨城県信用組合 茨 城 県 平成29年12月 509 48
27 百五銀行 三 重 県 平成28年10月 1,110 164 3 広島市信用組合 広 島 県 平成30年 2月 263 19
28 第四銀行 新 潟 県 平成29年 7月 1,081 189 4 新潟縣信用組合 新 潟 県 平成30年11月 230 34
29 滋賀銀行 滋 賀 県 平成29年 1月 1,054 134 5 兵庫県信用組合 兵 庫 県 平成30年12月 221 35
30 トマト銀行 岡 山 県 平成28年12月 1,053 127 上記以外の信用組合 計 4,176 643
31 関西みらい銀行 大 阪 府 平成29年10月 1,048 87
32 北海道銀行 北 海 道 平成29年 4月 1,043 76 【信用保証協会】(上位5協会）
33 大垣共立銀行 岐 阜 県 平成28年10月 1,010 125 1 北海道信用保証協会 北 海 道 令和元年 6月 1,248 30
34 沖縄銀行 沖 縄 県 平成28年11月 1,003 66 2 岐阜県信用保証協会 岐 阜 県 平成30年 7月 1,070 98
35 山口銀行 山 口 県 平成28年11月 966 144 3 愛知県信用保証協会 愛 知 県 平成29年 5月 1,028 113
36 池田泉州銀行 大 阪 府 平成29年 5月 961 101 4 静岡県信用保証協会 静 岡 県 平成28年12月 777 325
37 もみじ銀行 広 島 県 平成28年11月 918 103 5 名古屋市信用保証協会 愛 知 県 平成30年 1月 601 59
38 筑波銀行 茨 城 県 平成29年 3月 914 107 上記以外の信用保証協会 計 3,704 669
39 清水銀行 静 岡 県 平成29年 4月 908 300
40 愛知銀行 愛 知 県 平成31年 3月 894 125 ■ 金融機関区分別集計
41 百十四銀行 香 川 県 平成28年12月 866 79

金融機関区分 全金融
機関数

モニタリング情報サービス利用金融機関
42 秋田銀行 秋 田 県 平成29年 5月 861 78

金融機関数

利用申込件数
43 山形銀行 山 形 県 平成29年 8月 827 153 決算書等

提供
サービス

月次試算表
提供

サービス
44 岩手銀行 岩 手 県 平成30年 4月 821 103
45 東和銀行 群 馬 県 平成28年10月 810 114
46 北越銀行 新 潟 県 平成30年 6月 799 95 1 都銀・政府系 9 9 12,490 1,674
47 宮崎銀行 宮 崎 県 平成28年11月 791 83 2 地銀・第二地銀 102 101 89,288 11,445
48 肥後銀行 熊 本 県 平成29年 5月 788 62 3 信用金庫 255 242 56,179 8,047
49 中京銀行 愛 知 県 平成28年10月 761 172 4 信用組合 130 59 5,969 968
50 琉球銀行 沖 縄 県 平成29年12月 717 64 5 信用保証協会 51 32 8,428 1,294

上記以外の地銀・第二地銀 計 23,291 3,099 6 その他 - 5 35,854 2,702
7 合計 547 448 208,208 26,130 38



■ 都市銀行等
みずほ銀行
三菱UFJ銀行
りそな銀行
三井住友銀行
商工組合中央金庫
日本政策金融公庫（国民生活事業）
日本政策金融公庫（農林水産事業）
沖縄振興開発金融公庫

■ 北海道
北海道銀行
北洋銀行
北海道信用金庫
室蘭信用金庫
空知信用金庫
苫小牧信用金庫
北門信用金庫
北空知信用金庫
日高信用金庫
渡島信用金庫
道南うみ街信用金庫
旭川信用金庫
稚内信用金庫
留萌信用金庫
北星信用金庫
帯広信用金庫
釧路信用金庫
大地みらい信用金庫
北見信用金庫
網走信用金庫
遠軽信用金庫
北央信用組合
空知商工信用組合
十勝信用組合
釧路信用組合
北海道信用保証協会
十勝清水町農業協同組合

■ 青森県
青森銀行
みちのく銀行
東奥信用金庫
青い森信用金庫
青森県信用保証協会

■ 岩手県
岩手銀行
東北銀行
北日本銀行
盛岡信用金庫
一関信用金庫
北上信用金庫
花巻信用金庫
水沢信用金庫

■ 宮城県
七十七銀行
仙台銀行
杜の都信用金庫
宮城第一信用金庫
石巻信用金庫
仙南信用金庫
気仙沼信用金庫
石巻商工信用組合
仙北信用組合

■ 秋田県
秋田銀行
北都銀行
秋田信用金庫
羽後信用金庫
秋田県信用組合
秋田県信用保証協会

■ 山形県
荘内銀行
山形銀行
きらやか銀行
山形信用金庫
米沢信用金庫
鶴岡信用金庫
新庄信用金庫

■ 福島県
東邦銀行
福島銀行
大東銀行
会津信用金庫
郡山信用金庫
白河信用金庫

須賀川信用金庫
ひまわり信用金庫
あぶくま信用金庫
二本松信用金庫
福島信用金庫
福島県商工信用組合
いわき信用組合
相双五城信用組合
会津商工信用組合

■ 茨城県
常陽銀行
筑波銀行
水戸信用金庫
結城信用金庫
茨城県信用組合

■ 栃木県
足利銀行
栃木銀行
足利小山信用金庫
栃木信用金庫
鹿沼相互信用金庫
佐野信用金庫
大田原信用金庫
烏山信用金庫
真岡信用組合
那須信用組合
栃木県信用保証協会

■ 群馬県
群馬銀行
東和銀行
高崎信用金庫
桐生信用金庫
アイオー信用金庫
利根郡信用金庫
館林信用金庫
北群馬信用金庫
しののめ信用金庫
あかぎ信用組合
群馬県信用組合
ぐんまみらい信用組合
群馬県信用保証協会

■ 埼玉県
埼玉りそな銀行
武蔵野銀行
埼玉縣信用金庫
川口信用金庫
青木信用金庫
飯能信用金庫

■ 千葉県
千葉銀行
千葉興業銀行
京葉銀行
千葉信用金庫
銚子信用金庫
東京ベイ信用金庫
館山信用金庫
佐原信用金庫
房総信用組合
銚子商工信用組合
君津信用組合

■ 東京都
きらぼし銀行
東日本銀行
朝日信用金庫
興産信用金庫
さわやか信用金庫
東京シティ信用金庫
芝信用金庫
東京東信用金庫
東榮信用金庫
亀有信用金庫
小松川信用金庫
足立成和信用金庫
東京三協信用金庫
西京信用金庫
西武信用金庫
城南信用金庫
昭和信用金庫
東京信用金庫
城北信用金庫
瀧野川信用金庫
巣鴨信用金庫
青梅信用金庫
多摩信用金庫
文化産業信用組合

青和信用組合
中ノ郷信用組合
大東京信用組合
第一勧業信用組合

■ 神奈川県
横浜銀行
神奈川銀行
横浜信用金庫
かながわ信用金庫
湘南信用金庫
川崎信用金庫
平塚信用金庫
さがみ信用金庫
中栄信用金庫
中南信用金庫
横浜市信用保証協会

■ 新潟県
第四銀行
北越銀行
大光銀行
新潟信用金庫
長岡信用金庫
三条信用金庫
新発田信用金庫
柏崎信用金庫
上越信用金庫
新井信用金庫
村上信用金庫
加茂信用金庫
新潟縣信用組合
協栄信用組合
糸魚川信用組合

■ 富山県
北陸銀行
富山銀行
富山第一銀行
富山信用金庫
高岡信用金庫
新湊信用金庫
にいかわ信用金庫
氷見伏木信用金庫
砺波信用金庫
石動信用金庫
富山県医師信用組合
富山県信用組合
富山県信用保証協会

■ 石川県
北國銀行
金沢信用金庫
のと共栄信用金庫
北陸信用金庫
鶴来信用金庫
興能信用金庫
金沢中央信用組合
石川県医師信用組合
石川県信用保証協会

■ 福井県
福井銀行
福邦銀行
福井信用金庫
敦賀信用金庫
小浜信用金庫
越前信用金庫
福井県信用保証協会

■ 山梨県
山梨中央銀行
甲府信用金庫
山梨信用金庫
山梨県民信用組合
都留信用組合
山梨県信用保証協会

■ 長野県
八十二銀行
長野銀行
長野信用金庫
松本信用金庫
上田信用金庫
諏訪信用金庫
飯田信用金庫
アルプス中央信用金庫
長野県信用組合
長野県信用保証協会
長野県信用農業協同組合連合会

■ 岐阜県
大垣共立銀行
十六銀行
岐阜信用金庫
大垣西濃信用金庫
高山信用金庫
東濃信用金庫
関信用金庫
八幡信用金庫
岐阜商工信用組合
飛騨農業協同組合
飛騨信用組合
益田信用組合
岐阜県信用保証協会
岐阜市信用保証協会

■ 静岡県
静岡銀行
スルガ銀行
清水銀行
静岡中央銀行
しずおか焼津信用金庫
静清信用金庫
浜松磐田信用金庫
沼津信用金庫
三島信用金庫
富士宮信用金庫
島田掛川信用金庫
富士信用金庫
遠州信用金庫
静岡県医師信用組合
静岡県信用漁業協同組合連合会
静岡県信用保証協会

■ 愛知県
愛知銀行
名古屋銀行
中京銀行
愛知信用金庫
豊橋信用金庫
岡崎信用金庫
いちい信用金庫
瀬戸信用金庫
半田信用金庫
知多信用金庫
豊川信用金庫
豊田信用金庫
碧海信用金庫
西尾信用金庫
蒲郡信用金庫
尾西信用金庫
中日信用金庫
東春信用金庫
愛知県医師信用組合
豊橋商工信用組合
愛知県中央信用組合
愛知県信用保証協会
名古屋市信用保証協会

■ 三重県
三重銀行
百五銀行
第三銀行
北伊勢上野信用金庫
桑名三重信用金庫
紀北信用金庫
三重県信用保証協会

■ 滋賀県
滋賀銀行
滋賀中央信用金庫
長浜信用金庫
湖東信用金庫
滋賀県信用組合

■ 京都府
京都銀行
京都信用金庫
京都中央信用金庫
京都北都信用金庫
京都信用保証協会

■ 大阪府
関西みらい銀行
池田泉州銀行
大阪信用金庫
大阪シティ信用金庫
大阪商工信用金庫
永和信用金庫
北おおさか信用金庫

枚方信用金庫

■ 兵庫県
但馬銀行
みなと銀行
神戸信用金庫
姫路信用金庫
播州信用金庫
兵庫信用金庫
尼崎信用金庫
日新信用金庫
淡路信用金庫
但馬信用金庫
西兵庫信用金庫
中兵庫信用金庫
但陽信用金庫
兵庫県信用組合
淡陽信用組合
兵庫県信用農業協同組合連合会
兵庫県信用保証協会

■ 奈良県
南都銀行
奈良信用金庫
大和信用金庫
奈良中央信用金庫
奈良県信用保証協会

■ 和歌山県
紀陽銀行
新宮信用金庫
きのくに信用金庫

■ 鳥取県
鳥取銀行
鳥取信用金庫
米子信用金庫
倉吉信用金庫
鳥取県信用保証協会

■ 島根県
山陰合同銀行
島根銀行
しまね信用金庫
日本海信用金庫
島根中央信用金庫
島根益田信用組合
島根県信用保証協会

■ 岡山県
中国銀行
トマト銀行
おかやま信用金庫
水島信用金庫
津山信用金庫
玉島信用金庫
備北信用金庫
吉備信用金庫
備前日生信用金庫
笠岡信用組合

■ 広島県
広島銀行
もみじ銀行
広島信用金庫
呉信用金庫
しまなみ信用金庫
広島市信用組合
広島県信用組合
両備信用組合

■ 山口県
山口銀行
西京銀行
萩山口信用金庫
西中国信用金庫
東山口信用金庫
山口県信用組合
山口県信用保証協会

■ 徳島県
阿波銀行
徳島大正銀行
徳島信用金庫
阿南信用金庫

■ 香川県
百十四銀行
香川銀行
高松信用金庫

香川県信用組合
香川県信用保証協会

■ 愛媛県
伊予銀行
愛媛銀行
愛媛信用金庫
宇和島信用金庫
愛媛県信用保証協会

■ 高知県
四国銀行
高知銀行
幡多信用金庫
高知県信用保証協会

■ 福岡県
福岡銀行
筑邦銀行
西日本シティ銀行
北九州銀行
福岡中央銀行
福岡信用金庫
福岡ひびき信用金庫
大牟田柳川信用金庫
筑後信用金庫
飯塚信用金庫
田川信用金庫
大川信用金庫

■ 佐賀県
佐賀銀行
佐賀共栄銀行
唐津信用金庫
佐賀信用金庫
伊万里信用金庫
九州ひぜん信用金庫
佐賀東信用組合
佐賀西信用組合
佐賀県信用保証協会

■ 長崎県
十八銀行
親和銀行
長崎銀行
たちばな信用金庫
長崎三菱信用組合
西海みずき信用組合
長崎県信用保証協会

■ 熊本県
肥後銀行
熊本銀行
熊本信用金庫
熊本第一信用金庫
熊本中央信用金庫
天草信用金庫
熊本県信用組合

■ 大分県
大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
日田信用金庫
大分県信用組合
大分県信用保証協会

■ 宮崎県
宮崎銀行
宮崎太陽銀行
宮崎第一信用金庫
延岡信用金庫
高鍋信用金庫
宮崎県信用保証協会

■ 鹿児島県
鹿児島銀行
南日本銀行
鹿児島信用金庫
鹿児島相互信用金庫
鹿児島興業信用組合
鹿児島県信用保証協会

■ 沖縄県
琉球銀行
沖縄銀行
沖縄海邦銀行
コザ信用金庫
沖縄県信用保証協会

「ＴＫＣモニタリング情報サービス」
全国の採用金融機関一覧（448機関）

令和2年5月7日現在
都道府県別、金融機関コード順

※Vol.26表紙の目次において、地域会名に誤りがございました。謹んでお詫び申し上げ、ここに訂正いたします。
　誤：木村治司税理士事務所（TKC中部会）     正：木村治司税理士事務所（TKC静岡会）
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